
ミ
ル
ナ
ー
・
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
南
ア
フ
リ
カ
経
験

66 （830）

（一

ｪ
九
九
一
一
九
一
〇
年
）
と
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」

堀

内

隆

一
丁
そ

【
要
約
】
　
二
〇
世
紀
初
め
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
、
第
一
一
次
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
（
一
八
九
九
1
～
九
〇
二
年
目
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
（
一
九
一
〇
年
）

の
二
大
契
機
を
経
て
、
ケ
ー
プ
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
等
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
地
域
の
一
冬
型
支
配
を
最
終
的
に
確
立
し
た
。
こ
の
確
立
を
現
地
に
お
い
て

推
し
進
め
た
申
心
勢
力
が
、
L
・
カ
ー
テ
ィ
ス
等
工
人
の
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ル
ナ
ー
・
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
南
ア
フ
リ
カ
経
験

を
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
（
市
民
と
し
て
政
治
に
参
加
す
る
権
利
／
市
民
意
識
）
の
観
点
に
立
っ
て
考
察
す
る
。
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
白
人
の
「
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
」
酒
養
に
は
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
再
建
時
、
エ
リ
ー
ト
志
向
等
の
限
界
が
存
在
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
塗
上
は
二
つ
の
契
機
を
経
て
変

化
す
る
。
つ
ま
り
、
第
一
に
中
国
人
労
働
者
導
入
問
題
（
～
九
〇
四
－
〇
六
年
）
は
「
白
人
国
家
」
の
認
識
を
、
第
工
に
連
邦
結
成
は
「
（
帝
国
を
上
位

に
戴
く
）
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
認
識
を
メ
ン
バ
ー
に
付
与
し
た
。
か
か
る
示
唆
を
得
て
、
メ
ン
バ
ー
は
一
九
一
〇
年
以
降
、
コ
モ
ン
ウ

ェ
ル
ス
へ
と
向
か
う
帝
国
全
体
の
再
編
に
際
し
て
も
中
心
的
役
割
を
担
う
。
そ
の
際
に
も
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
酒
養
、
も
し
く
は
非
西
洋
世
界

に
「
市
民
社
会
」
を
移
植
す
る
演
出
は
重
要
な
意
味
を
有
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
六
巻
六
号
　
二
〇
〇
三
年
一
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

二
〇
世
紀
初
め
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
、
第
二
次
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
（
一
八
九
九
－
一
九
〇
二
年
）
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
（
一
九
一
〇
年
）
の
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罰
議嚇総ケープタウン灘

南部アフリカ

二
大
契
機
を
経
て
、
ケ
ー
プ
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
等
南
部
ア
フ
リ
カ
諸

地
域
の
＝
兀
的
支
配
を
最
終
的
に
確
立
し
た
。
こ
の
確
立
を
現
地
に
お
い

て
推
し
進
め
た
中
心
勢
力
が
、
L
・
カ
ー
テ
ィ
ス
等
一
一
人
の
、
い
わ
ゆ

る
ミ
ル
ナ
ー
・
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
で
あ
る
。
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
メ

ン
バ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
出
身
で
あ
る
が
、
一
八
九
九
i
一
九
一
〇
年
、
南
ア

フ
リ
カ
に
滞
在
し
た
。
一
九
〇
五
年
ま
で
は
、
高
等
弁
務
官
A
・
ミ
ル

ナ
i
配
下
の
若
手
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
再
建
に
携
わ
り
、

同
年
以
降
は
、
連
邦
結
成
に
関
与
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
験
を
得
て
、

メ
ン
バ
ー
は
帰
国
し
た
あ
と
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
全
体
の
再
編
に
際
し
て
も

中
心
的
役
割
を
担
う
。
二
〇
世
紀
前
半
の
帝
国
は
、
自
治
領
（
あ
る
い
は

白
人
定
住
植
民
地
）
の
独
立
志
向
に
直
面
し
、
体
制
維
持
の
た
め
の
改
革

を
不
可
避
の
課
題
と
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
メ
ン
バ
ー
は
、
帝
国
1
ー
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
、
つ
ま
り
本
国
と
自
治
領
と
の
対
等
の
関
係
を
推
進
し
、
一
九

二
六
年
の
バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
、
一
九
三
一
年
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
憲
章

の
環
境
を
整
備
す
る
。
思
想
、
政
策
提
言
の
側
面
で
は
、
一
九
一
〇
年
、

『
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
』
誌
を
創
刊
、
同
誌
を
中
核
と
す
る
ラ
ウ
ン

ド
・
テ
ー
ブ
ル
運
動
を
は
じ
め
た
。
ま
た
政
策
形
成
の
側
面
で
も
、
一
九

一
九
年
の
イ
ン
ド
統
治
法
、
一
九
二
一
年
の
ア
ン
グ
ロ
ー
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

条
約
各
々
の
成
立
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン

67 （831）



は
、
植
民
地
の
事
情
に
精
通
し
た
イ
ギ
リ
ス
本
国
側
の
主
勢
力
と
し
て
、
二
〇
世
紀
の
南
ア
フ
リ
カ
史
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
の
双
方
に
相
当
の

存
在
感
を
示
し
た
。

　
し
か
し
、
先
行
研
究
が
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
役
割
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
、
対

象
時
期
に
応
じ
て
次
の
二
つ
に
大
別
し
う
る
。

　
第
　
に
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
を
め
ぐ
る
研
究
群
が
あ
る
。
こ
の
分
野
で
は
従
来
、
本
国
側
で
は
な
く
植
民
地
側
の
役
割
を
強
調
す
る
立

場
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
L
・
ト
ン
プ
ソ
ン
等
の
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
（
　
九
世
紀
末
以
降
、
オ
ラ
ン
ダ
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

住
民
が
自
称
。
ボ
ー
ア
人
）
指
導
者
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
強
調
し
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
役
割
に
対
し
て
は
否
定
的
な
見
方
が
強
か
っ
た
。

し
か
し
近
年
は
、
そ
の
役
割
を
強
調
す
る
傾
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
M
・
レ
ガ
シ
ッ
ク
は
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
へ
と
通
じ
る
人
種
隔
離

体
制
の
確
立
が
、
S
・
マ
ー
ク
ス
＆
S
・
ト
ラ
ピ
ド
は
経
済
的
近
代
化
が
、
S
・
デ
ュ
ボ
ウ
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
を
上
位
に
戴
く
「
コ
ロ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
確
立
が
、
連
邦
結
成
の
時
期
、
メ
ン
バ
ー
の
関
与
に
よ
り
は
じ
め
て
実
現
し
た
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
第
二
に
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
運
動
を
め
ぐ
る
研
究
群
が
あ
る
。
こ
の
分
野
で
は
従
来
、
W
・
ニ
モ
ッ
グ
ス
、
J
・
E
・
ケ
ン
ド
ー
ル
等

の
よ
う
に
、
政
策
形
成
の
側
面
に
特
化
す
る
研
究
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
研
究
で
は
、
本
国
政
治
家
で
は
な
く
自
治
領
政
治
家
の
イ
ニ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

テ
イ
ヴ
を
強
調
し
、
運
動
の
役
割
に
対
し
て
は
否
定
的
な
見
方
が
強
か
っ
た
。
他
方
A
・
メ
イ
の
近
業
は
、
運
動
と
世
論
と
の
関
係
に
注
目
し
、

「
つ
の
画
期
を
成
し
て
い
る
。
メ
イ
は
『
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
』
誌
に
つ
い
て
、
「
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
、
B
B
C
同
様
の
評
判
を
追
求
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
記
し
、
同
誌
が
二
〇
世
紀
を
通
し
て
、
帝
国
陛
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
規
模
の
世
論
形
成
を
志
向
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
運
動
組
織
に
つ

い
て
も
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
側
面
と
並
ん
で
、
「
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
、
各
自
治
領
に
支
部
」
を
お
く
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
（
任
意
団
体
）
の
側
面

　
　
　
　
⑤

を
強
調
す
る
。

　
し
か
し
、
以
上
の
先
行
研
究
に
は
、
次
の
二
つ
の
問
題
点
が
存
在
す
る
。
問
題
点
の
第
一
は
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
を
め
ぐ
る
も
の
と
、

ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
運
動
を
め
ぐ
る
も
の
と
が
分
断
状
況
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
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結
成
へ
の
関
与
が
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
運
動
に
ど
う
影
響
し
た
か
、
と
い
う
視
座
を
軽
視
し
て
き
た
。
ゆ
え
に
、
「
植
民
地
経
験
」
と
広
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
政
治
文
化
と
の
関
係
を
問
う
近
年
の
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
南
ア
フ
リ
カ
経
験
を
再
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
問
題
点
の
第
二
は
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
と
「
シ
テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
（
市
民
と
し
て
政
治
に
参
加
す
る
権
利
／
市
民
意
識
）
と
の
関
係
も
未
解

明
の
状
態
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
観
念
は
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
思
想
と
運
動
の
中
心
に
位
置
し
、
ま
た
キ
ン

ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
は
、
南
ア
フ
リ
カ
と
帝
国
目
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
に
お
い
て
、
こ
の
観
念
の
中
心
的
思
想
家
集
団
、
運
動
家
集
団
で
あ
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
に
関
す
る
著
書
も
数
多
く
残
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
他
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
々
が
持
続
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

影
響
力
を
か
く
も
有
し
て
い
な
い
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
す
る
先
行
研
究
の
関
心
は
、
概
し
て
低
い
。
ラ

ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
運
動
を
め
ぐ
っ
て
は
メ
イ
が
多
少
の
示
唆
を
与
え
て
い
る
が
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
を
め
ぐ
る
研
究
は
人
種
差
別
の
側

　
　
　
　
⑧

面
に
集
中
し
、
存
在
し
な
い
。

　
そ
も
そ
も
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
一
般
に
お
い
て
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
へ
の
関
心
は
希
薄
と
い
え
る
。
周
知
の
と
お
り
、
イ
ギ
リ

ス
社
会
は
今
日
、
N
G
O
等
民
間
公
共
団
体
へ
の
依
存
度
を
ま
す
ま
す
高
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
現
況
を
反
映
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
も
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

年
、
こ
の
テ
ー
マ
へ
の
関
心
を
深
め
つ
つ
あ
る
。
他
方
、
民
間
公
共
団
体
へ
の
依
存
度
の
高
ま
り
、
と
い
う
点
で
現
況
を
同
じ
く
す
る
コ
モ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ウ
ェ
ル
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
特
質
を
解
明
す
る
研
究
は
、
N
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
が
イ
ン
ド
の
事
例
を
検
討
し
た
例
外
を
除
き
存
在
し
な
い
。

し
か
し
、
帝
国
“
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
本
国
と
自
治
領
と
の
対
等
の
関
係
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
は
、
か
か
る
関
係
を
志
向
す
る
市
区
の
政
治

参
加
を
自
治
領
に
お
い
て
も
引
き
出
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
。
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
理
解
な
く
し
て
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
体
制

を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
へ
と
向
か
う
長
い
過
程
に
お
い
て
、
自
体
を
非
西
洋
世
界
へ
の

「
市
民
社
会
」
の
移
植
者
と
演
出
し
た
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
統
治
法
の
成
立
に
際
し
て
、
現
地
社
会
の
代
表
民
主
制
的
権
力
と
の
協
調
（
ダ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ア
ー
キ
ー
）
を
図
る
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
努
力
に
は
、
そ
の
初
期
の
様
相
が
窺
え
る
。
こ
の
演
出
は
、
開
発
独
裁
に
対
す
る
人
権
外
交
の
問

題
な
ど
今
日
ま
で
、
西
洋
世
界
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
自
己
表
象
の
重
要
な
要
素
を
成
し
て
い
る
。
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以
上
の
諸
点
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
は
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
南
ア
フ
リ
カ
経
験
を
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
観
点
に
立
っ
て
考
察
す

る
。
以
下
で
は
ま
ず
、
「
シ
テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
に
対
す
る
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
関
心
に
つ
い
て
、
そ
の
初
期
の
状
況
を
検
討
す
る
。
次
い

で
、
中
国
人
労
働
者
導
入
問
題
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
「
白
人
国
家
」
の
創
出
に
、
連
邦
結
成
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
帝
国
目
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル

ス
の
創
出
に
課
題
が
シ
フ
ト
し
て
い
く
様
子
を
探
り
、
メ
ン
バ
ー
の
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
観
の
変
化
を
た
ど
る
。
更
に
、
そ
の
帝
国
再
編

へ
の
関
与
と
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
問
題
を
整
理
し
た
い
。
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①
じ
臣
。
ヨ
℃
。
。
。
p
§
恥
S
ミ
§
誉
・
周
駄
砺
。
ミ
》
窪
§
N
8
や
裕
昼
○
×
｛
。
【
F

　
一
〇
①
ρ

②
ζ
．
雰
α
q
。
G
。
ω
帥
。
銅
．
じ
『
三
し
。
プ
国
‘
。
σ
q
窪
。
鍵
p
巳
チ
Φ
○
話
ぎ
ω
。
｛
6
。
①
α
Q
話
α
q
註
2

　
ぎ
ω
〇
講
ず
〉
叢
o
P
一
⑩
O
一
鋼
一
り
一
遇
ω
⑦
巨
峯
門
℃
巷
Φ
5
H
肖
ω
葺
黛
①
o
h
O
o
ヨ
ヨ
8
－

　
≦
Φ
艶
チ
ω
ε
象
Φ
ω
甲
d
憂
く
輿
ω
酔
罵
。
｛
U
o
匿
o
P
ピ
。
巳
o
P
一
㊤
鳶
∴
雪
目
菊
①
－

　
磨
ぎ
酔
口
『
芝
■
し
d
Φ
ぎ
p
昌
留
仙
ψ
∪
昏
。
≦
（
巴
し
。
■
y
蓼
織
§
§
蹴
属
槍
款
評
ミ

　
§
ぎ
§
§
ミ
○
§
ミ
、
量
き
ミ
》
奪
凡
8
い
。
乱
o
P
一
Φ
り
㎝
一
ω
．
竃
p
蒔
ω
p
鼠
ω
■

　
ギ
養
田
P
．
じ
o
a
竃
鵠
尾
「
帥
同
日
旧
註
ω
o
彊
チ
と
ユ
。
き
ω
帥
卑
ω
、
堕
勢
§
望
ぎ
誌
・

　
客
魯
○
。
（
一
り
お
ご
ψ
U
魯
。
ヌ
6
9
0
酒
樽
一
窯
p
口
。
言
謀
田
一
日
賦
鼠
一
一
器
門
囚
ぎ
－

　
傷
曾
α
q
蝉
溝
暗
闇
a
跨
㊦
観
し
。
Φ
o
｛
ω
o
信
窪
a
嵩
。
き
す
夢
一
り
8
－
一
㊤
一
〇
ド
勢
§
尼

　
き
幕
簿
信
き
黛
こ
N
ミ
蒔
ω
（
呵
り
り
刈
）
．
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
自
体
の
研
究
史
に
つ
い

　
て
は
、
拙
稿
「
南
ア
フ
リ
カ
運
邦
結
成
と
四
和
解
馳
の
創
出
」
哩
史
林
臨
八
五
…

　
三
（
二
〇
〇
一
一
年
）
、
ニ
ー
三
頁
。
以
下
も
参
照
。
拙
稿
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と

　
ウ
ォ
ー
ラ
…
ス
テ
イ
ン
」
川
北
稔
編
『
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
軸
講
談
社
、
二
〇

　
〇
　
年
、
一
四
三
一
～
四
七
頁
。

③
≦
オ
ぎ
。
。
犀
ω
曽
窪
N
ミ
、
げ
寄
袋
、
茜
§
『
§
馬
蒸
嵩
§
讐
・
§
§
肉
蹴
§
ミ
§

　
窪
㌧
§
ミ
馨
習
い
り
。
注
。
戸
一
①
刈
9
ト
国
．
囚
①
巳
寅
§
偽
殉
。
ミ
N
気
§
趣
沁
§
竃
－

　
§
ミ
§
賊
奪
驚
誌
ミ
§
艦
§
“
↓
0
8
潤
貫
一
り
趨
．
邦
語
で
は
、
木
村
和
男
噸
イ
ギ

　
リ
ス
帝
国
連
邦
運
動
と
自
治
植
民
地
閉
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
四
頁
。

④
〉
．
竃
睾
円
冨
円
8
巳
証
窪
p
H
Φ
δ
よ
①
、
甲
写
．
P
誤
貧
p
d
幽
く
①
【
G
。
一
ぞ

　
臥
○
×
♂
【
F
O
改
。
「
辞
一
り
O
α
も
’
野
こ
の
世
論
形
成
の
～
つ
の
特
魚
は
、
匿
名
性

　
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
編
集
長
（
～
九
二
〇
1
三
四
年
置
J
・
ダ
ヴ
は
、
門
…
…

　
漏
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
』
誌
の
〕
位
置
は
、
貿
九
世
紀
撫
誌
等
の
評
論
誌
と

　
は
全
く
異
な
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
記
事
は
匿
名
で
あ
り
、
誰
が
執
筆
す
る
と
し

　
て
も
、
そ
れ
は
『
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
輪
誌
総
体
の
見
解
で
す
。
こ
の
特
色
ゆ

　
え
、
わ
れ
わ
れ
は
影
響
力
を
保
っ
て
い
る
の
で
す
。
…
…
」
と
轡
き
残
し
て
い
る
。

　
U
o
＜
Φ
δ
切
達
口
負
b
。
。
。
甘
p
ρ
一
Φ
ω
ω
’
ぎ
陥
営
匹
「
も
．
⑤
邦
語
で
は
、
以
下
が
思
想

　
的
影
響
力
に
言
及
し
て
い
る
。
木
畑
洋
一
「
帝
国
の
残
像
ー
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス

　
に
か
け
た
夢
i
扁
山
内
昌
之
・
増
田
一
夫
・
村
田
雄
二
郎
編
『
帝
国
と
は
何

　
か
輪
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
、
二
〇
九
－
二
＝
頁
。

⑤
≦
試
碧
グ
．
竃
①
ヨ
。
茜
滋
‘
ヨ
。
｛
O
。
量
霧
p
げ
び
話
薯
田
警
↓
8
犀
コ
蝉
8

　
げ
Φ
プ
く
㊦
豊
四
閃
Φ
≦
国
p
α
q
訂
ゲ
弾
閏
匙
ω
0
9
げ
》
蜜
。
碧
悶
蔦
Φ
巳
し
。
p
。
二
四
㊥
「
＜
p
『
曾
7

　
冒
α
q
些
①
し
り
ニ
ヨ
露
韓
。
｛
一
8
0
．
㍉
『
竃
避
り
菊
。
§
侮
日
鋤
三
①
．
も
℃
．
お
ム
一
．

⑥
例
え
ば
邦
語
で
は
、
栗
本
英
世
・
井
野
瀬
久
美
悪
編
『
植
民
地
経
験
－
人
類

　
学
と
歴
史
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
…
チ
ー
』
人
文
参
院
、
一
九
九
九
年
。

⑦
メ
ン
バ
ー
の
著
書
と
し
て
は
例
え
ば
、
い
．
9
誌
ω
（
Φ
島
シ
§
馬
O
§
N
ミ
ミ
㌣

　
罎
ミ
慧
駄
さ
職
§
臼
詠
謁
守
ミ
二
四
遂
馬
ミ
。
帖
ぎ
さ
ミ
越
駄
9
馬
執
壇
§
客
骨
多
き
馬
b
ロ
註
㍗

　
帆
罫
肉
唱
膏
馬
引
§
眠
凡
ミ
。
き
恥
寒
亀
§
N
肉
乳
ミ
帖
。
蕊
駄
球
鳴
防
鳴
竃
、
ミ
G
Q
§
ミ
§
ミ
題
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§
箋
Q
§
ピ
。
乙
。
戸
配
り
δ
層

⑧
例
え
ば
、
ピ
Φ
σ
q
器
。
。
8
ぎ
．
甲
三
筈
麟
Φ
σ
Q
⑦
ヨ
。
契
、
一
竃
窪
窪
餌
巳
朗
巷
匡
ρ

　
酵
。
魔
羅
ま
㊦
㌦
　
ゆ
．
ζ
’
ζ
お
自
げ
窓
p
§
偽
さ
ミ
、
お
像
窺
肉
§
ミ
9
ミ
ミ
し
6
ミ
慧

　
守
奪
ミ
昏
駐
ミ
§
蹴
ミ
鳴
9
馬
凡
§
駄
き
ミ
詠
慧
，
～
8
瞬
。
◎
蕊
匡
N
ミ
P
↓
お
韓
。
戸
一
8
◎

　
竈
』
謹
－
ω
し
q
ピ
邦
語
で
は
、
市
川
承
八
郎
槻
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
と
南
ア
フ
リ

　
カ
隔
晃
洋
書
房
、
　
一
九
八
二
年
、
　
【
〇
四
1
＝
二
九
頁
。
旦
祐
介
「
文
明
・
経
済

　
性
・
統
治
t
今
世
紀
初
頭
の
英
領
南
ア
フ
リ
カ
政
策
を
め
ぐ
っ
て
一
偏
噛
東

　
海
大
学
教
養
学
部
紀
要
』
一
九
（
一
九
八
八
年
）
。
松
野
妙
子
「
南
ア
フ
リ
カ
入

　
種
差
別
土
地
立
法
の
起
源
i
一
九
一
一
二
年
の
『
土
地
法
藤
に
つ
い
て
の
｝
考
察

　
一
」
油
井
大
三
郎
他
『
世
紀
転
換
期
の
世
界
l
l
帝
国
ま
義
支
配
の
重
履
構
造

　
一
幅
未
来
社
、
一
九
八
九
年
。
前
川
【
郎
「
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
の
形
成
と
イ
ギ

　
リ
ス
『
原
住
民
政
策
撫
」
『
歴
史
学
研
究
隔
七
六
六
（
二
〇
〇
二
年
）
。

第
一
章
　
ミ
ル
ナ
i
・
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
登
場

⑨
例
え
ば
、
旨
田
ヨ
し
・
甲
℃
識
竃
ミ
鳶
竃
勲
、
さ
ミ
魯
ミ
腎
b
d
ミ
§
ζ
。
。
奉
這
案

　
O
×
｛
o
乱
し
り
ゆ
ω
．
邦
語
で
は
、
小
関
含
益
閥
世
紀
転
換
期
イ
ギ
リ
ス
の
人
び
と

　
ー
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
ー
臨
人
文
書
院
、
二
〇
〇
〇

　
年
。

⑩
瓢
■
○
語
p
．
u
d
門
三
。
・
7
軍
。
σ
q
「
Φ
。
。
ω
ぞ
①
ω
9
p
縣
9
識
し
。
。
畠
2
ヨ
剛
巳
貯

　
一
④
O
？
旧
り
一
鼻
、
珊
G
o
Φ
ヨ
冒
碧
℃
碧
Φ
野
潤
。
び
Φ
H
o
ω
蜂
葺
ρ
囚
。
げ
ρ
鱒
O
O
O
。
．
民
間
公
共

　
団
体
へ
の
依
存
度
を
高
め
つ
つ
あ
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
現
況
に
つ
い
て
は
、
例

　
え
ば
、
≦
．
U
■
ζ
o
ぎ
受
居
ρ
．
O
o
ヨ
ヨ
。
鵠
芝
魯
｝
浮
ピ
⑦
σ
q
帥
3
・
、
し
『
い
ζ
．
ゆ
δ
ノ
〈
p

　
餌
巳
≦
ヨ
■
即
い
。
臥
の
（
巴
ω
9
ソ
§
肉
○
暮
ミ
ミ
§
辺
駄
暮
偽
b
嚇
、
ミ
恥
》
肉
ミ
専
帖
q
ミ

　
さ
§
羅
臼
ざ
§
§
ミ
9
ミ
ミ
ど
○
臥
。
具
肥
り
り
P
暑
．
ざ
O
謁
O
卜
⊃
■

⑪
　
例
え
ば
邦
語
で
は
、
本
田
毅
彦
『
イ
ン
ド
植
民
地
富
僚
I
I
↓
八
四
帝
麟
の
超
エ

　
リ
ー
ト
た
ち
1
臨
講
談
祉
、
二
〇
〇
｝
年
、
八
六
一
一
〇
〇
頁
。

　
～
八
九
七
－
一
九
〇
五
年
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
南
部
ア
フ
リ
カ
支
配
の
現
地
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
ミ
ル
ナ
ー
が
、
白
人
の
自
治
に
対
し
て

多
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
次
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
の
初
期
よ
り
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、

ミ
ル
ナ
ー
は
一
八
九
九
年
、
「
…
…
〔
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
南
部
ア
フ
リ
カ
支
配
の
〕
究
極
の
目
的
は
、
よ
く
扱
わ
れ
、
公
正
に
統
治
さ
れ
た
黒
人
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

働
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
、
自
治
の
白
人
共
同
体
〔
を
創
る
こ
と
で
す
〕
。
…
…
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ミ
ル
ナ
ー
の
関
心
は
、

白
人
を
対
象
と
す
る
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
酒
煎
へ
の
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
自
身
の
関
心
と
も
共
鳴
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
メ
ン
バ
ー
の
中

心
人
物
力
ー
テ
ィ
ス
は
一
九
〇
〇
年
、
「
…
…
問
題
群
の
処
理
に
何
ら
意
見
を
持
た
な
い
人
々
に
対
し
て
、
効
率
的
行
政
を
恒
久
的
に
施
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

り
も
、
わ
た
し
は
こ
の
国
を
、
市
民
〔
シ
テ
ィ
ズ
ン
〕
の
た
め
の
学
校
と
捉
え
た
い
。
…
…
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
董
…
人
労
働
力
」
の

問
題
に
傾
斜
す
る
あ
ま
り
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
が
、
「
自
治
の
自
人
共
同
体
」
の
意
味
を
十
分
に
探
っ
て
こ
な
か
っ
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キンダーーガルテンの経歴

南ア滞在期間 南ア滞在時 帰国以降

1901－1943 トランスヴァール総督府（1901－07）→

A邦結成協会連合機関誌委員会委員長帥

c員（1910－20、21－36）、内務・保
秩E教育相（1921－24）、鉱業相（1933

|36）→南ア総督（1937－43）

1903－1911 ヨハネスブルク市役所（1903－07）→ト

宴塔Xヴァール入植問題委員会委員長
i1907－11）

『ラウンド・テーブル』誌編集長（1920

|34）

1899－1910 ミルナー秘書（1900－01）帥ヨハネスブ

泣N市役所（1902－04）→トランスヴ
@ーール総督府（1904－06）→トランスヴ
Aーール番直民地議会講i員　（1907－10）、　ラ皇

M結成協会連合幹事長

（ラウンド・テーブラーの中心人物）

1900－1911 ミルナー秘書（1900－03）→ラント原住

ｯ労働協会（1903－11）

会社社長（カナダ、1912－32）

1901－1907 ヨハネスブルク市役所（1901－02）→ト

宴塔Xヴァール総督府（1902－07）

造船会社社長（1910－40）

！901－！910 ミルナー秘書（190ユー05）→『ヨハネス

uルク・スター』紙編集長（ユ905－10）

冨タイムズ毒紙編集長（1912－19、23－

S1）、『ラウンド・テーブル毒誌編集長

i1919－20、42－44）

1902－1965 ヨハネスブルク市役所（1902－05）→南

A高等弁務官法律アドヴァイザー（1905

|10）、トランスヴァール植民地議会議
�@　（1907－10）　→議員　　（1gf5－23）　→澱

hｯ黄半lj所半畦身工　（1939－4漿）

1905－1910 セルボーン秘審 イギリス南ア会社社長（1937－55）

1901－1930 ミルナー秘書（1901－03）→議員（1910

|20）

（農業）

！902－1909 トランスヴァール・オレンジ川植民地間

A絡会議

（銀行家）

ユ905－1909 トランスヴァール・オレンジ川植民地間

A絡会議（1905－08）、トランスヴァー

虚n困問題委員会（1907－08）→『ステ
Cト』　言志編｝集長　（1908－09）

『ラウンド・テーブル藷誌編集長（ユ910－16）→駐米大使（1939－40）

縁
故
に
よ
り
現
地
で
イ
ギ
リ
ス

る
者
は
植
民
地
省
の
宮
僚
と
し

て
渡
っ
た
。
し
か
し
一
一
人
は
、

て
、
あ
る
者
は
シ
テ
ィ
帝
国
義

勇
軍
の
～
員
と
し
て
、
ま
た
あ

あ
る
者
は
ミ
ル
ナ
ー
秘
書
と
し

で
」
の
項
目
に
あ
る
よ
う
に
、

ル
チ
ン
の
関
心
に
つ
い
て
、
そ

の
初
期
の
状
況
を
検
討
し
た
い

と
思
う
。

　
一
八
九
九
1
～
九
〇
五
年
、

メ
ン
バ
i
一
一
人
は
個
別
に
、

目
的
も
様
々
に
南
ア
フ
リ
カ
に

渡
っ
て
き
た
。
表
一
は
、
キ
ン

ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
経
歴
を
示
す
。

「
南
ア
（
フ
リ
カ
）
に
渡
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
以
下

で
は
ま
ず
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
」
に
対
す
る
キ
ン
ダ
！
ガ
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表1 ミルナー・

生没年 父親 南アに渡るまで

P・ダンカン 1870－1943 小作農
ブイランスロピー活動（ロンドン）→内

総ﾎ入庁帥ミルナー秘書

J・ダヴ 1872－1934
保険会社

x社長
（学生）

L・カーティス 1872－1955 教区牧師
ブイランスロピー活動（ロンドン）→自

ﾅ闇一党議員秘書帥シティ帝国義勇軍

F・ペリー 1873－1935 地主 植民地省

L・ヒキンズ 1874－1940 シティ帝国義勇軍

G・ロビンソン 1874－1944 銀行家 植民地省

R・フィータム 1874－1965 教区牧師 ロンドン州会法律スタッフ

D・0・マルコム 1877－1955 銀行家 槌民地省

H・ウィンダム 1877－1963 男爵 （学生）

R・H・ブランド 1878－1963 子爵 （学生）

P・カー 1882－1940 侯爵 （学生）

幽典：May，’Round　Table’，　pp．456－468， etc．

帝
圏
の
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
再

建
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
次
第

に
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し

　
　
④

て
い
く
。
「
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ

ン
」
の
異
称
に
つ
い
て
、
命
名

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
由
来
は
諸
説
あ
る
が
、
も
っ

と
も
有
力
な
の
は
、
ケ
ー
プ
の

イ
ギ
リ
ス
系
自
由
主
義
者
」
・

X
・
メ
リ
マ
ン
説
で
あ
る
。
例

え
ば
、
W
・
B
・
ウ
ォ
ー
ス
フ

ォ
ー
ル
ド
は
、
メ
リ
マ
ン
が
一

九
〇
二
年
九
月
、
ケ
ー
プ
植
民

地
議
会
の
演
説
に
お
い
て
椰
楡

的
に
用
い
た
こ
と
を
起
源
と
し

　
　
⑥

て
い
る
。
な
お
、
～
九
〇
八
一

一
〇
年
、
同
植
民
地
首
相
を
務

め
る
メ
リ
マ
ン
は
、
南
ア
フ
リ

カ
連
邦
結
成
時
メ
ン
バ
ー
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
と
な
る
（
第
三
章
参
照
）
。
た
だ
し
、
華
墨
の
他
称
は
ま
も
な
く
、
メ
ン
バ
ー
の
自
称
と
も
な
っ
た
よ

　
　
　
⑦

う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
キ
ン
ダ
！
ガ
ル
テ
ン
を
グ
ル
ー
プ
と
す
る
認
識
も
ま
た
、
二
〇
世
紀
初
め
の
南
ア
フ
リ
カ
に
生
じ
た
。
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し
か
し
他
方
で
、
南
ア
フ
リ
カ
に
渡
る
以
前
に
つ
い
て
も
、
メ
ン
バ
ー
の
経
歴
に
は
共
通
の
傾
向
が
確
認
で
き
る
。
共
通
項
の
第
一
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
D
・
○
・
マ
ル
コ
ム
を
除
く
一
〇
人
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
表
一
の
「
生
没
年
」

の
項
目
に
あ
る
よ
う
に
、
生
年
の
大
半
は
～
八
七
〇
年
代
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
父
親
」
の
項
目
に
あ
る
よ
う
に
、
出
身
階
層
の
大
半

は
、
貴
族
、
銀
行
家
、
教
区
牧
師
等
広
義
の
教
養
層
で
あ
っ
た
。
共
通
項
の
第
二
は
、
P
・
ダ
ン
カ
ン
、
G
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
を
除
く
九
人
が
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ニ
ュ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ン
カ
ン
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
つ
い
て
も
、
各
々
ベ
ル
リ
オ
ル
・
カ

レ
ッ
ジ
、
マ
グ
ダ
レ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
出
身
で
あ
り
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
出
身
で
あ
る
点
は
全
員
に
共
通
す
る
。

　
史
料
上
、
詳
細
に
た
ど
る
の
は
難
し
い
が
、
こ
う
し
た
在
英
時
の
経
歴
が
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
に
対
す
る
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
関

心
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
と
く
に
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
経
験
は
決
定
的
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
当
時
の
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
で
は
、
C
S
U
（
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
）
の
活
動
、
あ
る
い
は
T
・
H
・
グ
リ
ー
ン
、
F
・
H
・
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
等
の
理
想
・
王
義
哲
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
学
生
、
こ
と
に
将
来
帝
国
建
設
に
関
与
す
る
人
材
に
多
大
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
も
こ
の
環
境
の
も
と
、
宗
教
と

政
治
、
次
い
で
救
貧
と
社
会
改
革
の
問
題
に
関
心
を
寄
せ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
ダ
ン
カ
ン
、
カ
ー
テ
ィ
ス
、
L
・
ヒ
キ
ン
ズ
、
R
・
フ
ィ
ー
タ
ム

の
四
人
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
卒
業
す
る
と
、
ロ
ン
ド
ン
で
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
活
動
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
る
。
四
人
に
深
い
感
銘
を

与
え
た
の
は
、
0
・
ヒ
ル
の
労
働
者
住
宅
供
給
事
業
で
あ
っ
た
。
カ
ー
テ
イ
ス
は
、
「
…
…
裏
庭
付
き
の
質
素
な
一
戸
建
て
の
ほ
う
が
、
い
ま

ロ
ン
ド
ン
州
会
が
建
設
し
て
い
る
近
代
的
な
フ
ラ
ッ
ト
よ
り
ま
し
で
す
。
ド
ア
と
階
段
が
居
住
者
の
意
の
ま
ま
に
な
り
、
家
族
の
調
和
を
保
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
…
…
」
と
い
う
ヒ
ル
の
言
葉
を
、
強
く
記
憶
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
一
八
九
九
－
一
九
〇
五
年
、
南
ア
フ
リ
カ
に
渡
る
と
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
メ
ン
バ
ー
は
、
新
天
地
の
印
象
を
数
多
く
書
き
残
し
た
。
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

だ
し
、
そ
の
題
材
、
内
容
は
、
南
ア
フ
リ
カ
景
観
の
文
学
的
表
象
「
フ
ェ
ル
ト
の
ロ
マ
ン
ス
」
に
依
拠
す
る
部
分
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
題
材

の
一
つ
は
、
ケ
ー
プ
内
陸
部
の
カ
ル
ー
高
原
で
あ
る
。
カ
ー
テ
ィ
ス
は
友
人
に
、
「
…
…
い
ま
ま
だ
、
列
車
は
カ
ル
ー
高
原
を
走
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
こ
は
ま
る
で
、
神
の
怒
り
が
落
ち
た
か
の
よ
う
な
場
所
で
す
。
…
…
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、
P
・
カ
ー
は
家
族
に
、
「
…
…
〔
朝
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は
〕
天
地
創
造
の
朝
の
よ
う
に
、
本
当
に
恐
ろ
し
い
場
所
〔
で
、
涼
し
い
夕
方
に
は
〕
す
べ
て
が
静
ま
り
返
り
、
地
平
線
は
蛇
の
よ
う
に
遠
く
で

く
ね
っ
て
、
囲
い
も
堤
防
も
な
く
、
不
毛
の
地
に
お
け
る
一
筋
の
明
る
い
縞
の
よ
う
で
す
。
日
没
は
〔
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
〕
北
部
出
身
者
の
眼
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
新
鮮
に
映
り
ま
す
。
…
…
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
カ
ル
ー
高
原
の
、
キ
リ
ス
ト
教
的
怒
り
、
恐
怖
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
、
元
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

当
地
の
イ
ギ
リ
ス
系
作
家
○
・
シ
ュ
ラ
イ
ナ
ー
の
小
説
『
ア
フ
リ
カ
農
場
物
語
』
（
一
八
八
三
年
）
の
所
産
で
あ
る
。
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
、
か
つ

理
想
郷
を
建
設
す
べ
き
「
新
し
い
土
地
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
メ
ン
バ
ー
の
心
性
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
。

　
「
フ
ェ
ル
ト
の
ロ
マ
ン
ス
」
は
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
人
種
観
の
形
成
に
も
…
役
買
う
。
つ
ま
り
、
新
天
地
に
関
す
る
メ
ン
バ
ー
の
印
象

に
お
い
て
、
有
色
人
種
が
目
立
つ
こ
と
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
他
方
、
「
ボ
ー
ア
人
」
に
対
す
る
共
感
的
眼
差
し
は
、
敵
対
し
て
い
た
第
二
次
南

ア
フ
リ
カ
戦
争
時
で
あ
っ
て
も
一
貫
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
カ
ー
テ
ィ
ス
は
母
親
に
、
「
…
…
〔
ボ
ー
ア
人
の
農
家
の
〕
机
上
に
は
家
族
用
の
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

書
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
世
界
中
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
チ
ュ
ー
ト
ン
人
の
農
家
は
岡
じ
だ
そ
う
で
す
。
…
…
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
⑯

家
族
に
は
、
「
親
ボ
ー
ア
派
」
の
歴
史
家
G
・
M
・
シ
ー
ル
の
読
書
案
内
を
し
た
あ
と
、
「
…
…
ボ
ー
ア
人
に
つ
い
て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
彼
ら

が
人
間
と
し
て
一
層
優
れ
て
い
る
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
彼
ら
は
、
枝
葉
を
付
け
ず
地
中
に
根
を
伸
ば
し
続
け
る
樫
の
木
の
よ
う
で
す
。

　
⑰
…
…
」
と
も
書
き
送
っ
て
い
る
。
更
に
、
ミ
ル
ナ
ー
に
は
、
「
…
…
わ
た
し
は
、
あ
な
た
よ
り
ず
っ
と
親
ボ
ー
ア
派
で
あ
る
、
と
い
つ
も
言
っ

　
　
　
　
　
　
　
⑱

て
き
ま
し
た
。
…
…
」
と
も
述
べ
た
。
こ
う
し
た
ボ
ー
ア
人
観
は
、
農
村
的
人
間
の
ス
テ
レ
オ
・
タ
イ
プ
を
全
く
脱
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

無
教
養
、
狂
信
的
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
人
の
伝
統
的
侮
蔑
感
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
メ
ン
バ
ー
は
、
「
フ
ェ
ル
ト
の
ロ
マ
ン
ス
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
、
有
色
人
種
を
排
除
す
る
～
方
、
ボ
ー
ア
人
に
つ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
に
準
じ
て
対
処
す
る
視
角
を
形
成
し
た
。

　
以
上
の
経
緯
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
再
建
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
る
と
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
メ
ン
バ
ー
は
、
主
に

ボ
ー
ア
人
を
対
象
と
す
る
救
貧
と
社
会
改
革
の
領
域
に
関
与
し
た
。
例
え
ば
、
カ
ー
テ
ィ
ス
は
ミ
ル
ナ
i
秘
書
（
～
九
〇
〇
一
〇
一
年
）
の
時
期

よ
り
、
当
地
の
金
鉱
業
の
中
心
で
あ
っ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
市
政
に
携
わ
っ
て
い
る
。
同
市
は
第
二
次
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
末
期
、
二
つ
の
困

難
に
直
面
し
て
い
た
。
第
一
の
困
難
は
イ
ン
フ
ラ
問
題
で
あ
る
。
同
市
の
イ
ン
フ
ラ
は
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
共
和
国
治
下
、
戦
前
に
お
い
て
も
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⑳

未
整
備
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
交
通
に
つ
い
て
は
、
貧
弱
な
民
間
経
営
、
鉄
道
馬
車
の
段
階
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
未
整
備
の
イ
ン
フ
ラ
も
、
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

争
の
結
果
完
全
に
荒
廃
す
る
。

　
第
二
の
困
難
は
「
プ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
」
問
題
で
あ
る
。
同
市
に
は
戦
前
よ
り
、
大
量
の
ボ
ー
ア
人
が
流
入
し
、
荷
牛
車
・
辻
馬
車
の
御
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

建
設
業
に
従
事
し
て
都
市
の
下
層
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
ボ
ー
ア
人
は
、
戦
争
の
結
果
～
層
の
困
窮
状
態
に
陥
る
。
こ
の
時
期
、
イ
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

リ
ス
軍
と
と
も
に
同
市
に
入
っ
て
き
た
複
数
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
、
プ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
の
状
況
を
克
明
に
描
写
し
て
い
る
。
そ
の
一
人
」
・
R
・

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
単
身
労
働
者
の
生
活
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
…
…
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
が
、
国
家
の
有
機
的
な
一
部
と
な
っ
て
い

く
都
市
社
会
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
〔
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
共
和
国
〕
大
統
領
は
全
く
正
し
か
っ
た
。
街

中
の
賃
金
労
働
者
の
居
住
地
域
を
歩
け
ば
、
数
多
く
の
食
堂
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
家
に
い
る
労
働
者
を
探
し
出
せ
ば
、

そ
の
家
は
単
に
、
同
僚
と
共
有
す
る
寝
室
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
家
族
生
活
一
国
家
は
本
来
、
そ
の
基
礎
の
上
に
あ
る
の
だ
が

は
、
大
半
の
人
々
の
間
で
は
存
在
し
て
い
る
と
は
雷
い
難
い
。
黄
金
の
町
で
は
、
人
々
は
家
で
は
な
く
ベ
ッ
ド
を
借
り
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
⑳
…
…
」
カ
ー
テ
ィ
ス
の
課
題
は
、
以
上
二
つ
の
困
難
を
有
機
的
に
解
決
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
、
現
在
、
未
来
の
市
域
に
関
す
る
覚
え
書
き
」
（
一
九
〇
一
年
九
月
≡
一
百
付
）
と
題
す
る
文
書
に
お
い
て
、
三
門
テ

ィ
ス
は
再
建
計
画
を
提
示
す
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
市
域
に
関
し
て
は
当
時
、
分
割
す
べ
し
と
の
意
見
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
戦
争
が
小
康

状
態
に
入
っ
た
結
果
、
ボ
ー
ア
人
の
再
流
入
が
起
こ
り
、
都
市
機
能
が
飽
和
し
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
カ
ー
テ
ィ
ス
は
、
こ
う
し
た
分
割
論

に
異
を
唱
え
る
。
確
か
に
市
域
の
策
定
は
、
経
済
と
行
政
の
効
率
性
に
従
う
べ
き
で
あ
る
が
、
他
方
で
階
級
に
よ
る
社
会
生
活
の
分
離
も
危
険

で
あ
る
。
市
街
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
近
郊
の
田
園
的
ソ
サ
エ
テ
ィ
と
を
繋
ぐ
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
、
と
等
差
テ
ィ
ス
は
説
く
。
次
い
で
、
財

政
、
下
水
道
、
公
衆
衛
生
、
飲
酒
・
賭
博
、
市
街
電
車
、
電
灯
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
再
建
の
具
体
策
を
提
示
す
る
。
と
く
に
市
街
電
車
を
、

近
郊
の
庭
付
き
の
一
戸
建
て
と
職
場
と
を
繋
ぎ
、
健
康
・
教
育
・
道
徳
上
の
利
点
を
有
す
る
、
と
重
視
す
る
点
に
は
、
ヒ
ル
の
影
響
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
カ
ー
テ
ィ
ス
は
、
救
貧
と
社
会
改
革
の
対
象
と
し
て
ボ
ー
ア
人
労
働
者
層
を
明
確
に
措
定
し
た
。
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ミルナー・キンダーガルテンの常アフリカ経験と「シティズンシップ」（堀内）

　
し
か
し
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
重
曹
に
関
し
て
は
、
エ
リ
ー
ト
志
向
の
限
界
が
垣
間
見
え
る
。
カ
ー
テ
ィ
ス
は
「
覚
え
書
き
」
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
最
大
の
障
害
は
、
…
…
一
流
の
能
力
と
経
験
を
有
す
る
人
間
に
、
仕
事
と
責
任
の
共
有
を
求
め
る
こ
と
」
と
締
め
く
く
る
。
つ
ま
り
、
「
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
湧
養
の
対
象
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
資
本
家
層
し
か
措
定
し
な
い
の
で
あ
る
。
カ
ー
テ
ィ
ス
の
狙
い
通
り
、
「
覚
え
書

き
」
は
、
「
一
流
の
人
間
」
の
あ
い
だ
に
は
広
範
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。
「
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
鉱
業
会
議
所
の
回
答
」
（
～
九
〇
一
年
一
〇

　
　
　
⑳

月
一
日
付
）
は
、
「
覚
え
書
き
」
の
総
論
に
は
賛
意
を
示
し
つ
つ
も
、
階
級
に
よ
る
社
会
生
活
の
分
離
は
不
可
避
で
あ
る
、
と
説
く
。
こ
の
「
圃

答
」
に
対
し
て
カ
ー
テ
ィ
ス
は
、
「
総
督
府
が
採
る
べ
き
真
の
政
策
は
、
…
…
諸
階
級
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、
法
が
定
め
る
各
々
の
利
益
を
保
護
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
こ
と
」
と
反
論
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
は
、
一
層
の
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。

　
カ
ー
テ
ィ
ス
の
エ
リ
ー
ト
志
向
は
、
一
面
で
は
ミ
ル
ナ
ー
の
官
僚
志
向
と
も
通
じ
て
い
る
。
例
え
ば
ミ
ル
ナ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
政
治

体
制
が
官
僚
の
専
門
知
識
を
軽
視
し
て
い
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
「
…
…
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
知
識
と
、
精
度
の
高
い
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

報
と
に
対
す
る
敬
意
の
欠
如
が
全
体
に
拡
が
り
、
上
流
階
級
と
統
治
構
造
の
心
理
、
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
…
…
」
ト
ラ
ン
ス
ヴ

ァ
ー
ル
再
建
に
際
し
て
の
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
濡
養
は
、
こ
う
し
た
エ
リ
ー
ト
志
向
、
官
僚
志
向
の
た
め
に
、
著
し
い
限
界
を
示
し
て

い
た
。

　
以
上
小
聾
す
る
と
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が
、
白
人
を
対
象
と
す
る
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
酒
養
に
多
大
な
関
心
を
寄
せ

て
い
た
こ
と
は
、
滞
在
の
き
わ
め
て
初
期
よ
り
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
救
貧
と
社
会
改
革
の
対
象
と
し
て
ボ
ー
ア
人
労
働
者
層
を
措
定
し
て
い

た
こ
と
も
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
再
建
時
の
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
瀬
養
に
際
し
て
は
、
エ
リ
ー
ト
志
向
の
限
界
が

存
在
し
た
。
こ
の
矛
盾
を
克
服
し
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
観
を
ク
リ
ア
に
す
る
こ
と
は
、
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
次
の
段
階
の
問
題
と
な
る
。

　
①
≦
ぴ
Φ
二
。
頴
g
評
三
。
r
N
。
。
諸
。
く
聲
げ
Φ
「
し
。
。
り
P
禦
O
．
国
舘
魯
聲
（
①
8
曽
　
　
き
§
き
賊
ミ
M
O
改
。
罫
6
鰺
も
．
δ
。
。
．

　
　
§
馬
薫
』
ミ
、
ξ
霧
竃
困
睡
き
ミ
詠
奪
就
ミ
N
O
。
℃
や
裕
8
ビ
。
盈
。
P
巳
。
。
ω
一
〇
．
　

③
例
え
ば
、
い
Φ
σ
q
出
切
ざ
ぎ
．
野
三
路
面
Φ
σ
Q
Φ
ヨ
。
蔓
．
一
ζ
p
蒔
。
。
き
伍
8
茜
℃
置
ρ

　
　
ω
伊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
い
O
誌
ζ
一
ぎ
2
、
．

　
②
O
葺
置
、
U
響
メ
b
。
心
窯
。
＜
Φ
上
げ
①
お
6
0
ρ
一
『
ビ
．
9
a
ρ
葦
悪
韓
N
ミ
こ
起
　
④
グ
ル
ー
プ
形
成
の
基
軸
は
、
二
つ
存
在
し
た
。
第
｝
の
基
軸
は
、
上
司
で
あ
る
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ミ
ル
ナ
…
と
の
紐
帯
で
あ
る
。
例
え
ば
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
と
親
し
か
っ
た
作

　
家
J
・
バ
ハ
ン
（
　
九
〇
～
…
〇
三
年
、
南
ア
フ
リ
カ
に
滞
在
）
は
、
こ
の
紐
帯

　
の
こ
と
を
、
「
ミ
ル
ナ
ー
と
そ
の
信
条
へ
の
忠
誠
心
」
と
述
べ
て
い
る
。
旨

　
切
ま
冨
P
さ
ミ
。
蔓
き
ミ
§
b
§
e
い
。
巳
o
P
同
書
ρ
唱
．
Φ
9
ま
た
、
メ
ン
バ
ー

　
の
し
・
ヒ
キ
ン
ズ
は
、
門
〔
ミ
ル
ナ
ー
の
魅
力
は
、
帝
国
の
問
題
に
対
す
る
〕
前
向

　
き
か
つ
献
身
的
態
度
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
、
≧
甥
Φ
≦
O
o
ま
σ
Q
Φ
、
w
さ
織
§
ミ
肉
㍗

　
獣
Q
竃
一
〇
刈
（
一
り
ら
。
①
）
も
■
α
O
。
。
．
第
二
の
基
軸
は
、
同
僚
で
あ
る
メ
ン
バ
…
相
互
の
紐

　
帯
で
あ
る
。
や
は
り
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
と
親
し
か
っ
た
建
築
家
H
・
ベ
イ
カ
ー

　
（
一
八
九
ニ
ー
～
九
コ
ニ
年
、
南
ア
フ
リ
カ
に
滞
在
）
設
計
の
ム
ー
ト
・
ハ
ウ
ス

　
に
、
大
半
が
独
身
で
あ
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
共
同
生
活
し
た
。
即
b
d
舞
Φ
お

　
》
、
、
き
勘
象
ミ
越
飾
評
舘
§
ミ
賊
帖
帖
潔
い
。
鵠
匹
o
P
一
⑩
膳
♪
℃
ワ
鼻
り
摩
㎝
O
■

⑤
カ
ー
テ
ィ
ス
は
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
の
弁
護
士
W
・
マ
リ
オ
ッ
ト
を
、
や
は
り

　
メ
ン
バ
ー
の
H
・
ウ
ィ
ン
ダ
ム
は
ミ
ル
ナ
…
自
身
を
名
親
と
し
て
い
る
。
○
自
－

　
鋒
ρ
　
葦
暮
窪
N
ミ
き
O
．
ω
鉢
卜
⊃
　
累
一
日
o
o
犀
ψ
．
H
寡
①
【
く
冨
≦
≦
弊
げ
乏
冤
亀
戸
ゲ
蝉
ヨ
リ
G
Q

　
ζ
碧
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ダ
一
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①
ρ
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”
駕
帥
毎
o
o
犀
ρ
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N
ミ
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げ
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q
ミ
詳
や
膳
野

⑥
≦
し
づ
・
≦
。
鼠
。
算
§
鴨
律
q
§
勉
ミ
ミ
§
駄
隷
さ
哩
9
ご
、
§
妬
§
§
・
ご
ミ

　
ミ
ミ
ミ
，
竃
ト
い
⊃
”
び
。
昌
縣
。
戸
H
り
H
ρ
も
b
一
り
．

⑦
≧
日
。
。
匪
鐸
①
三
二
鼠
酔
謬
≦
旨
匹
訂
β
c
。
ζ
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ダ
6
①
ρ
一
『
蜜
ヨ
。
。
冨

　
§
N
、
ミ
，
げ
ぎ
ミ
薦
§
ド
℃
卜
倉

⑧
こ
う
し
た
問
題
一
般
に
つ
い
て
は
、
甥
．
ω
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注
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O
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ミ
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蹴
§
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一
れ
．

⑩
「
フ
ェ
ル
ト
の
ロ
マ
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第
二
章
　
中
国
人
労
働
者
導
入
間
題
と
「
白
人
国
家
」
の
認
識

　
～
九
〇
四
1
0
六
年
の
中
国
人
労
働
者
導
入
問
題
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
メ
ン
バ
ー
は
、
課
題
を
「
白
人
国
家
」

の
創
出
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
。
こ
の
創
出
に
は
、
二
つ
の
側
面
が
存
在
し
た
。
一
つ
の
側
面
は
、
有
色
人
種
を
居
留
地
に
隔
離
し
、
そ
の
政
治

的
権
利
を
剥
奪
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
玉
人
国
民
の
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
漏
を
溺
養
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
内
、
荊

者
に
つ
い
て
は
、
レ
ガ
シ
ッ
ク
の
先
行
研
究
が
存
在
す
る
。
レ
ガ
シ
ッ
ク
は
、
｝
九
〇
三
1
0
五
年
の
南
ア
フ
リ
カ
原
住
民
問
題
委
員
会
が
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

申
し
た
有
色
人
種
隔
離
論
を
当
時
、
カ
ー
テ
ィ
ス
が
引
き
継
ぎ
、
ダ
ン
カ
ン
が
一
九
＝
二
年
の
原
住
民
土
地
法
に
橋
渡
し
し
た
、
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
存
在
し
な
い
。
以
下
で
は
、
「
白
人
国
家
」
創
出
と
こ
の
間
題
と
の
関
係

を
探
り
、
メ
ン
バ
ー
の
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
観
の
変
化
を
た
ど
っ
て
い
き
た
い
。

　
二
〇
世
紀
初
め
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
再
建
の
焦
眉
は
ウ
ィ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
ン
ト
（
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
近
郊
。
以
下
、
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ラ
ン
ト
と
略
）
金
鉱
業
の
再
建
に
あ
り
、
そ
の
最
大
の
課
題
は
、
低
賃
金
労
働
力
の
確
保
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
の

混
乱
も
あ
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
の
徴
募
は
困
難
を
極
め
、
ま
た
、
白
人
を
低
賃
金
で
雇
用
す
る
こ
と
に
も
抵
抗
感
は
強
か
っ
た
。
こ
う

し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
第
三
の
選
択
肢
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
、
中
国
人
労
働
者
の
導
入
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
局
は
導
入
に
条
件
を
付
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

中
国
人
労
働
者
に
対
し
て
、
熟
練
労
働
へ
の
従
事
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
契
約
満
了
時
に
は
中
国
に
帰
還
す
る
よ
う
命
じ
た
の
で
あ
る
。
以

上
の
条
件
は
、
中
国
人
が
多
様
な
職
業
に
就
き
、
永
住
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
し
て
、
白
人
の
社
会
的
、
数
的
優
位
を
維
持
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
導
入
を
推
進
し
た
ミ
ル
ナ
ー
は
、
「
ア
ジ
ア
人
の
導
入
」
を
「
ア
ジ
ア
人
の
移
民
」
と
し
な
い
配
慮
を
書
き
残
し
て

　
③
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
配
慮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
の
ボ
ー
ア
人
匪
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
は
中
国
人
労
働
者
の
導
入
自
体
に
反
発

し
た
。
と
く
に
そ
の
指
導
者
は
、
代
わ
り
に
プ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
を
高
賃
金
で
雇
用
す
る
よ
う
鉱
業
資
本
に
求
め
る
。
例
え
ば
、
指
導
者
の
一
人

J
・
C
・
ス
マ
ッ
ツ
は
、
ケ
ー
プ
の
イ
ギ
リ
ス
系
自
由
主
義
者
メ
リ
マ
ン
に
、
「
…
…
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
の
困
難
な
労
働
問
題
に
対
す
る
最

善
の
解
決
策
は
、
わ
れ
わ
れ
の
貧
し
い
南
ア
フ
リ
カ
人
が
仕
事
を
分
け
合
う
白
人
の
ラ
ン
ト
〔
を
創
る
こ
と
〕
で
す
。
利
潤
は
、
わ
た
し
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
は
問
題
外
で
す
し
、
時
間
が
経
て
ば
～
般
に
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
…
…
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
フ
リ

カ
ー
ナ
指
導
者
の
主
要
な
関
心
は
、
プ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
の
救
済
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
中
国
人
脱
走
者
が
引
き
起
こ
す
一
般
犯
罪
へ

の
警
戒
等
も
あ
い
ま
っ
て
、
導
入
へ
の
反
発
は
日
増
し
に
広
が
り
、
第
二
次
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
に
敗
北
し
た
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
政
治
的
リ
ヴ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

イ
ヴ
ァ
ル
と
も
化
し
て
い
く
。
反
発
は
や
や
異
な
っ
た
角
度
か
ら
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
も
巻
き
起
こ
り
、
一
九
〇
五
年
、
ミ
ル
ナ
ー
は
失
脚
し
た
。

そ
の
あ
と
、
本
国
の
バ
ル
フ
ォ
ア
統
一
党
政
権
も
退
陣
し
、
後
継
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
ー
ー
バ
ナ
マ
ン
自
由
党
政
権
が
、
戦
争
以
降
直
轄
植
民
地
化
し

て
い
た
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
に
対
し
て
、
責
任
政
府
（
議
院
内
閣
制
の
自
治
権
）
の
授
与
に
動
く
と
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
多
く
も
職
を
退
き
、

野
に
下
る
。

　
こ
の
一
件
は
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
に
「
白
人
国
家
」
の
認
識
を
付
与
し
た
。
例
え
ば
、
カ
ー
テ
ィ
ス
は
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
総
督
府
退
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職
時
の
講
演
（
一
九
〇
六
年
一
〇
月
三
〇
日
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
話
を
切
り
出
す
。
「
…
…
お
そ
ら
く
、
わ
た
し
の
仕
事
の
な
か
で
も
っ

と
も
困
難
な
部
門
は
、
こ
の
国
の
将
来
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
、
ア
ジ
ア
人
問
題
に
関
す
る
部
門
で
し
た
。
そ
の
部
門
の
経
験
は
、
…
…

ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
を
〔
今
後
と
も
〕
白
人
立
家
と
し
て
い
く
こ
と
に
帰
結
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
国
は
、
〔
ア
ジ
ア
系
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

民
の
入
口
が
多
い
〕
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
や
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
よ
う
な
国
々
に
ふ
り
か
か
っ
た
運
命
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
…
…
」

こ
の
「
白
人
国
家
」
の
認
識
と
、
ス
マ
ッ
ツ
の
「
自
人
の
ラ
ン
ト
」
の
志
向
と
が
共
鳴
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
講
演
の
前
年
（
｝
九

〇
五
年
）
末
よ
り
、
ラ
ン
ト
経
済
は
不
況
に
陥
り
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
労
働
事
情
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
た
。
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
カ
ー
テ
ィ
ス
、
フ
ィ
ー
タ
ム
、
カ
ー
の
三
人
は
、
講
演
の
翌
月
（
一
九
〇
六
年
工
月
）
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
貧
困
問
題
委
員
会
を
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

織
し
、
プ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
施
策
に
本
格
的
に
着
手
す
る
。
こ
の
施
策
を
通
し
て
、
ス
マ
ッ
ツ
は
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
深
め
、
最
終
的
に
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
支
持
者
と
な
っ
た
。

　
カ
ー
テ
ィ
ス
の
講
演
は
も
う
一
点
、
責
任
政
府
授
与
に
関
連
し
て
自
治
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
カ
ー
テ
ィ
ス
は
ま
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

「
自
治
は
シ
ス
テ
ム
が
拠
っ
て
立
つ
偉
大
な
基
礎
で
あ
る
」
と
称
揚
す
る
。
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
は
行
政
の
理
想
郷
で
あ
る
が
、
行
政
は
わ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
し
か
な
し
得
な
い
。
カ
ー
テ
ィ
ス
は
こ
こ
で
、
「
個
人
的
意
見
は
差
し
挟
ま
な
い
」
と
述
べ
、
「
中
立
」
の
ス
タ
イ
ル
に
転
じ
る
。
し
か
し
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

時
に
、
「
未
来
を
見
据
え
る
た
め
に
は
過
去
を
見
据
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
も
述
べ
、
話
題
を
国
際
比
較
に
移
す
。
南
米
諸
国
に
は
進

歩
が
な
く
、
意
味
な
き
堂
々
巡
り
と
終
わ
り
な
き
混
乱
と
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
他
方
、
英
指
米
の
経
験
は
学
ぶ
に
値
す
る
。
大
衆
は
自

治
を
渇
望
す
る
が
、
空
論
に
も
走
り
や
す
い
。
英
独
米
で
は
、
大
衆
を
「
立
法
過
程
」
に
参
画
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
を
解
決
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
る
。
こ
こ
に
「
既
成
の
教
義
」
、
国
家
の
進
歩
の
秘
密
が
あ
る
、
と
カ
ー
テ
ィ
ス
は
総
括
す
る
。

　
話
題
は
こ
の
あ
と
、
自
治
の
将
来
の
目
標
と
な
る
べ
き
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
に
移
っ
て
い
く
。
カ
ー
テ
ィ
ス
は
、
他
地
域
を
思
い
遣
る
利

他
主
義
を
称
揚
す
る
一
方
、
一
八
五
〇
年
代
末
の
ケ
ー
プ
植
民
地
総
督
G
・
グ
レ
イ
、
七
〇
年
代
半
ば
の
本
国
植
民
地
相
力
ー
ナ
ヴ
ォ
ン
、
八

○
年
代
初
め
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
岡
盟
、
九
〇
年
代
の
ケ
ー
プ
植
民
地
首
相
C
・
J
・
ロ
ー
ズ
と
歴
史
的
系
譜
を
た
ど
っ
て
、
連
邦
結
成
の
必
然
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⑬

性
を
示
唆
し
た
。
な
お
、
連
邦
結
成
は
こ
の
時
期
以
降
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
主
要
な
関
心
事
と
な
る
（
第
三
章
参
照
）
。
以
上
の
よ
う
に
、

カ
ー
テ
ィ
ス
は
、
自
治
へ
の
関
心
を
明
確
に
示
し
た
。
同
時
に
、
国
際
比
較
を
用
い
て
、
あ
る
い
は
歴
史
的
系
譜
を
た
ど
っ
て
話
題
を
特
定
の

方
向
に
誘
導
す
る
一
方
、
中
立
を
強
調
し
て
、
「
聞
き
手
が
自
分
で
考
え
る
」
と
い
う
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
酒
養
の
ス
タ
イ
ル
を
も
確
立

し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
経
験
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
同
盟
等
を
列
挙
す
る
の
は
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
聴
衆
に
配
慮
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
「
白
人
国
家
」
の
認
識
は
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
酒
養
の
対
象
拡
大
に
も
帰
結
し
た
。
例
え
ば
、
メ
ン
バ
ー
の
J
・
ダ
ヴ
は
、
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ス
ヴ
ァ
ー
ル
入
植
問
題
委
員
会
委
畏
長
（
一
九
〇
七
－
二
年
）
と
し
て
各
地
を
巡
り
、
イ
ギ
リ
ス
系
農
業
移
民
を
現
地
指
導
し
た
。
こ
の
様
子

に
つ
い
て
、
ダ
ヴ
は
家
族
に
、
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。
「
…
…
わ
た
し
が
自
ら
に
課
し
た
ル
ー
ル
は
、
約
束
を
し
な
い
こ
と
で
す
。

会
合
の
冒
頭
、
代
弁
者
は
い
く
ら
か
尊
大
に
、
地
主
が
小
作
人
の
と
こ
ろ
に
来
て
談
笑
す
る
の
は
よ
い
こ
と
だ
、
と
語
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

わ
た
し
は
訂
正
し
、
わ
れ
わ
れ
は
地
主
と
小
作
人
で
は
な
く
、
入
植
計
画
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
成
功
の
た
め
に
と
も
に
協
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
雷
い
ま
し
た
。
す
る
と
彼
ら
は
、
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
地
代
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
に
、
大
い
に
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ん
だ
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
一
日
中
語
り
明
か
し
ま
し
た
。
…
…
」
こ
う
し
た
動
き
と
並
行
し
て
、
ダ
ヴ
は
ア
フ
リ
カ
人
の
怠
惰
へ
の
蔑
視
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

あ
る
い
は
人
種
混
交
、
「
ア
ジ
ア
人
問
題
」
へ
の
懸
念
も
深
め
て
い
る
。
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
酒
養
の
対
象
拡
大
と
「
白
人
国
家
」
の
認
識

と
は
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
ダ
ヴ
の
場
合
、
ボ
ー
ア
人
観
に
な
お
一
定
の
限
界
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
例
え
ば
、
ダ
ヴ
は
家
族
宛
書
簡
に
お
い
て
、
オ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ン
ダ
領
時
代
の
ケ
ー
プ
建
築
を
礼
賛
し
て
い
る
。
こ
の
建
築
を
誇
る
当
地
の
ボ
ー
ア
人
1
ー
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
農
場
主
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

貫
し
て
協
力
的
で
あ
っ
た
。
他
方
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
の
非
協
力
的
な
零
細
農
民
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
否
定
的
で
あ
る
。
「
…
…
彼

ら
の
一
人
は
ビ
タ
ー
エ
ン
ダ
ー
〔
第
工
次
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
時
の
ボ
ー
ア
人
抵
抗
者
〕
で
、
わ
れ
わ
れ
と
の
協
力
を
一
切
拒
否
し
ま
し
た
。
彼
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ボ
ー
タ
〔
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
指
導
者
〕
以
外
、
誰
と
も
協
力
し
な
い
で
し
ょ
う
。
…
…
」
ま
た
、
ロ
ー
デ
シ
ア
旅
行
時
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
、
ア
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

リ
カ
ー
ナ
を
問
わ
ず
、
都
市
に
い
る
貧
困
層
の
開
拓
者
一
般
に
対
し
て
も
侮
蔑
感
を
示
し
て
い
る
。
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ミルナー・キンダーガルテンの南アフリカ経験と「シティズンシップ」（堀内）

　
以
上
小
括
す
る
と
、
中
国
人
労
働
者
導
入
問
題
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
メ
ン
バ
ー
は
、
課
題
を
「
白
人
国
家
」
の

創
出
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
。
こ
の
シ
フ
ト
は
、
自
治
へ
の
関
心
の
明
確
化
、
ス
タ
イ
ル
確
立
、
あ
る
い
は
対
象
拡
大
等
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
」
酒
養
の
深
化
と
も
対
を
成
し
て
い
た
。
し
か
し
、
帝
国
と
「
白
人
国
家
」
の
関
係
に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
が
認
識
を
深
め
る
に
は
、
も
う
一

段
階
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。

①
ピ
Φ
σ
Q
9
隆
。
r
．
ゆ
葺
露
閏
Φ
α
Q
§
。
凄
．
も
や
念
凸
。
。
’

②
例
え
ば
、
℃
．
空
。
ぎ
a
8
P
O
ミ
§
笥
§
ミ
ト
暮
ミ
こ
、
二
貯
甲
尋
鋸
q
§
ト

　
ピ
o
a
o
P
回
り
。
。
卜
。
も
℃
．
。
。
ム
9
邦
語
で
は
、
木
畑
洋
一
「
『
中
国
人
奴
隷
』
と
イ
ギ

　
リ
ス
政
治
一
1
南
ア
フ
リ
カ
へ
の
中
国
人
労
働
者
導
入
を
め
ぐ
っ
て
i
」
油
井

　
他
『
世
紀
転
換
期
の
世
界
輪
、
八
三
一
八
九
頁
。
旦
祐
介
「
二
〇
世
紀
初
頭
イ
ギ

　
リ
ス
帝
国
政
策
の
変
容
－
南
ア
フ
リ
カ
の
中
国
人
労
働
者
問
題
を
中
心
に

　
i
」
『
東
海
大
学
教
養
学
部
紀
要
臨
二
三
（
｝
九
九
二
年
）
、
一
八
六
－
一
八
八

　
頁
。

③
竃
ま
㊦
二
。
鵠
目
§
る
一
》
窯
一
ド
6
0
ω
」
『
国
Φ
監
『
芦
達
N
・
§
・
ξ
農
q
ミ

　
N
ワ
臨
一
．

④
ω
ヨ
三
6
。
δ
と
⑩
三
日
助
p
㎝
旨
趣
”
一
8
◎
ぎ
”
≦
戸
訓
営
8
舞
四
昌
鳥
』
’
＜
き

　
島
曾
℃
o
巴
（
注
。
。
シ
浄
§
織
。
蕊
》
6
ミ
馬
ぎ
9
ミ
跨
§
ミ
賜
建
。
ト
や
忌
ミ
馬

　
賊
8
や
ξ
N
ミ
P
O
餌
ヨ
騨
置
α
Q
ρ
一
〇
①
①
竜
「
卜
。
刈
O
■

⑤
木
畑
轟
中
国
人
奴
隷
鷺
、
九
〇
1
一
〇
二
頁
。
旦
州
二
〇
世
紀
初
頭
イ
ギ
リ

　
ス
帝
国
政
策
“
、
一
九
五
一
｝
九
八
頁
。
ミ
ル
ナ
ー
は
離
任
に
際
し
て
、
「
…
…
イ

　
ギ
リ
ス
人
と
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
南
ア
フ
リ
カ
が
協
力
し
合
う
帝
国
国

　
家
へ
の
忠
誠
に
お
い
て
結
合
し
ま
す
。
…
…
真
の
帝
国
主
義
者
は
最
良
の
南
ア
フ

　
リ
カ
人
で
も
あ
る
の
で
す
。
…
…
」
と
発
言
し
、
「
オ
ラ
ン
ダ
人
扁
の
問
題
へ
の

　
配
慮
を
明
確
に
し
た
。
言
ぎ
興
、
し
。
ω
鷺
①
畠
貯
冒
ざ
弓
①
ω
げ
震
σ
q
”
ω
一
竃
鶏
。
ダ

　
一
8
伊
一
『
U
o
凱
ζ
二
冨
が
§
恥
さ
職
ミ
霜
、
ミ
§
寧
忌
日
h
b
σ
§
。
q
鶏
9
ミ
ミ
§

　
駄
魯
亀
臨
塁
§
蹴
国
葬
題
勉
題
、
葦
W
隷
§
冒
讐
6
寒
ミ
§
曾
卜
。
ミ
ミ
N
ミ
き
Ω
Ω
蜘
”

　
ピ
。
鼠
o
P
一
〇
一
〇
。
も
b
一
．

⑥
9
島
ω
．
9
①
⑦
。
げ
ぎ
冒
ぎ
雪
⑦
し
・
げ
霞
α
q
一
ω
O
O
。
齢
。
げ
⑱
【
L
8
9
｝
『
9
目
費

　
葦
ミ
ミ
§
§
マ
G
。
膳
。
。
．

⑦
＜
自
○
器
駄
①
p
恥
ミ
ミ
題
q
寒
N
窓
抽
逡
山
ω
伊
U
昏
。
牽
δ
。
一
。
p
芭

　
累
魯
8
豊
。
。
ヨ
．
も
6
伊

⑧
初
期
の
交
流
と
し
て
は
例
え
ば
、
○
ξ
号
8
ω
舅
¢
β
ト
っ
q
言
出
慌
し
㊤
0
9
｝
『

　
頃
き
o
o
畠
鋤
民
く
呂
州
興
℃
o
巴
甲
州
ミ
費
勝
ミ
ミ
隠
妻
卜
N
署
b
8
ま
輔
0
ω
．
以
下
も

　
参
照
。
U
．
穿
。
ヨ
陽
。
詳
、
↓
ぽ
O
o
ヨ
讐
。
巨
。
。
Φ
駄
q
巴
8
、
」
『
竃
■
≦
房
8

　
p
匿
ピ
免
ず
。
ヨ
陽
8
（
a
ω
亀
γ
§
鳴
9
急
ミ
鶉
妬
§
豆
嘉
例
ミ
》
奪
詩
犠
竃
卜
悼
、

　
き
ミ
潮
き
就
ミ
嵐
。
。
奉
賊
8
9
0
×
｛
o
昼
一
〇
謡
も
π
ω
念
．

⑨
9
畿
6
。
．
9
①
Φ
魯
ぎ
冒
訂
霧
⑦
G
。
σ
霞
α
Q
甲
ω
O
O
。
δ
σ
Φ
r
6
8
L
『
9
「
齢
グ

　
葦
暮
翼
N
ミ
き
や
ω
O
ρ

⑩
ミ
鉢

⑪
き
ミ
■

⑫
ミ
園
も
．
ω
窯
■

⑬
ミ
卸
罫
ω
竃
－
G
。
綬
’

⑭
イ
ギ
リ
ス
系
農
業
移
民
は
、
元
は
ミ
ル
ナ
ー
が
掌
記
を
推
進
し
た
。
な
お
、
こ

　
の
移
民
を
入
植
初
期
に
現
地
指
導
し
た
の
は
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
と
親
し
か
っ

　
た
バ
ハ
ン
（
第
一
章
註
④
参
照
）
で
あ
る
。
二
八
ざ
貫
、
護
『
①
涜
ヨ
p
匿
9

　
角
箸
一
お
閃
碧
『
日
話
老
麺
飢
ビ
餌
巳
ω
Φ
議
Φ
ヨ
の
碁
9
巳
｝
o
ぎ
ゆ
g
げ
磐
げ

　
堵
。
く
①
一
ぎ
衷
』
ミ
§
ぎ
一
〇
〇
一
－
猛
り
一
〇
、
」
『
切
．
し
づ
o
N
N
o
一
一
（
巴
シ
§
罎
、
N
§
へ
O
o
ミ
ャ
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』
壁
鴇
譜
討
馬
肉
ぎ
蕊
§
ミ
、
ξ
馬
ミ
N
慧
譜
ミ
尋
、
ミ
帖
§
ミ
ミ
智
黙
建
、
肉
恥
落
§
娩
恥
堕

　
旨
。
冨
呂
窃
げ
霞
α
Q
し
り
。
。
c
。
”
署
’
念
摯
凸
⑩
．
以
下
も
参
照
。
切
¢
。
訂
p
転
詩
§
O
寧

　
ミ
§
℃
ワ
鱒
⊆
飛
？
爬
Q
Q
ω
．

⑮
U
。
く
⑦
δ
臣
し
。
9
ω
§
ρ
δ
一
§
Φ
し
8
噛
し
『
幻
■
郎
じ
d
昼
巳
（
Φ
e
〕
§
俺
隠
㍗

　
融
謎
駄
き
隷
謡
b
き
9
ピ
。
⇔
匙
。
戸
一
㊤
Q
Q
Q
Q
甲
P
ω
．

⑯
U
。
く
Φ
8
国
§
ρ
δ
犠
。
奉
ヨ
曵
き
お
O
刈
」
『
N
ミ
駄
も
巳
ω
し
伊

⑰
O
。
く
Φ
3
空
目
ゲ
ぎ
σ
Q
b
O
U
Φ
8
嵩
げ
Φ
門
し
り
O
。
。
L
『
奪
ミ
も
．
卜
。
ド

⑱
ケ
ー
プ
建
築
礼
賛
は
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
に
際
し
て
、
白
入
間
の
文
化
統
合

　
の
重
要
な
表
象
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
礼
賛
成
立
に
貢
献
し
た
中
心
的
人
物
は
、

　
メ
ン
バ
ー
の
共
同
生
活
の
場
ム
ー
ト
・
ハ
ウ
ス
の
設
計
者
ベ
イ
カ
ー
（
第
一
章
註

　
④
参
照
）
で
あ
る
。
拙
稿
［
『
和
解
㎏
の
創
出
」
、
二
〇
一
二
一
頁
。

⑲
U
。
＜
Φ
B
空
目
ぽ
品
し
。
。
ω
巷
8
臼
げ
Φ
び
目
8
刈
L
『
ご
d
老
誇
噛
ト
ミ
馬
§
も
沁
O
．

⑳
U
。
〈
2
。
田
ψ
ω
互
Φ
β
〉
¢
α
q
β
。
。
斤
甲
ら
8
L
『
窪
園
も
や
ω
？
し
。
刈
．
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第
三
章
　
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
と
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
認
識

　
～
九
〇
九
一
～
一
年
、
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
す
る
と
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
メ
ン
バ
ー
は
、
帝
国
全
体
の
再
編
に
際
し
て
も
中
心
的
役
割
を

担
う
。
メ
ン
バ
ー
が
課
題
を
こ
の
推
進
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
に
は
、
二
つ
の
契
機
が
存
在
し
た
。
一
つ
の
契
機
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
評
論
家

R
・
ジ
ェ
ブ
の
思
想
的
影
響
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
契
機
は
、
南
ア
フ
リ
カ
経
験
で
あ
る
。
こ
の
内
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
メ
イ
、
デ
ュ
ボ
ウ

等
の
先
行
研
究
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
研
究
に
よ
る
と
、
ジ
ェ
ブ
は
白
人
定
住
植
民
地
に
お
い
て
、
分
離
独
立
志
向
の
「
ト
ラ
イ
バ
ル
・
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
排
し
、
帝
国
を
上
位
に
戴
く
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
確
立
す
る
よ
う
訴
え
た
。
ま
た
、
本
章
一
植
民
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

関
係
を
、
支
配
－
被
支
配
の
関
係
か
ら
対
等
の
関
係
（
ブ
リ
タ
ニ
ッ
ク
同
盟
／
帝
国
連
邦
）
へ
と
移
行
せ
し
め
る
よ
う
提
唱
す
る
。
以
上
の
ジ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ブ
の
構
想
は
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
に
も
影
響
を
与
え
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
影
響
関
係
が
存
在
し
た
こ
と
自
体
は
、
否
定
し
難

い
。
例
え
ば
、
あ
と
で
述
べ
る
メ
ン
バ
ー
執
筆
の
『
セ
ル
ボ
ー
ン
覚
書
』
に
も
、
ジ
ェ
ブ
の
著
書
『
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

究
』
の
引
用
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
の
契
機
で
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
経
験
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
存
在
し
な
い
。
以
下
で
は
、

と
く
に
帰
国
直
前
の
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
へ
の
関
与
が
、
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
認
識
の
契
…
機
と
な
っ
た
点
を
探
る
。
ま
た
、

こ
の
認
識
の
深
化
と
同
時
進
行
し
た
、
メ
ン
バ
ー
の
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
観
の
変
化
に
つ
い
て
も
た
ど
っ
て
い
き
た
い
。
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先
述
の
と
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
政
府
が
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
に
対
し
て
責
任
政
府
の
授
与
に
動
く
と
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
多
く
は
公

職
を
退
き
、
同
地
域
再
建
の
実
務
よ
り
基
本
的
に
手
を
引
い
た
。
更
に
一
九
〇
六
年
＝
一
月
、
授
与
が
現
実
の
も
の
と
な
る
と
、
メ
ン
バ
ー
は

野
に
在
っ
て
連
邦
結
成
を
推
進
し
は
じ
め
る
。
カ
ー
テ
ィ
ス
は
、
「
…
…
〔
責
任
政
府
授
与
は
〕
理
に
適
っ
て
い
る
が
、
も
し
ほ
か
の
何
事
も
実

現
し
な
け
れ
ば
、
旧
共
和
国
〔
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
〕
は
ケ
ー
プ
植
民
地
、
ナ
タ
ー
ル
と
の
衝
突
に
追
い
込
ま
れ
、
南
ア
フ
リ
カ
は
再
度
戦
争
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

突
入
す
る
だ
ろ
う
。
…
…
」
と
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
カ
ー
テ
ィ
ス
に
と
っ
て
連
邦
結
成
と
は
、
自
身
が
再
建
に
携
わ
っ
た
ト
ラ
ン
ス
ヴ

ァ
ー
ル
を
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
下
に
と
ど
め
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
～
九
〇
六
年
一
〇
月
、
「
隔
週
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
す
る
。
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

イ
ー
タ
ム
は
、
『
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
の
諸
問
題
』
と
題
す
る
講
演
に
お
い
て
、
設
立
の
目
的
を
連
邦
結
成
の
推
進
と
定
め
た
。
同
ク
ラ
ブ

は
、
具
体
的
政
策
課
題
に
つ
い
て
調
査
、
分
析
、
討
論
を
行
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ダ
ン
カ
ン
、
ヒ
キ
ン
ズ
は
、
F
・
S
・
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

リ
ヴ
ァ
ー
『
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
』
（
｝
九
〇
七
年
）
を
課
題
図
書
に
据
え
、
外
国
の
先
例
に
学
ん
だ
。
た
だ
し
、
同
ク
ラ
ブ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

自
体
の
存
在
を
隠
す
「
秘
密
の
委
員
会
」
（
ロ
ビ
ン
ソ
ン
）
で
あ
っ
た
た
め
、
活
動
内
容
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「
外
国
の
先
例
に
学
ぶ
」
、
あ
る
い
は
「
自
体
の
存
在
を
隠
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
は
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
細
部
を
図
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
認
識
は
、
ケ
ー
プ
の
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
直
面
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
定
の
変
化
を
見
せ
る
。
イ

ギ
リ
ス
領
ケ
ー
プ
植
民
地
は
南
部
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
白
人
開
拓
者
の
最
初
の
入
植
地
で
あ
り
、
ま
た
自
治
に
関
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
領
植

民
地
随
一
の
先
進
地
域
で
あ
っ
た
。
一
八
五
四
年
に
は
代
表
政
府
（
立
法
権
）
授
与
、
～
八
七
一
年
に
は
責
任
政
府
授
与
を
経
て
お
り
、
一
八

九
三
年
に
よ
う
や
く
自
治
を
獲
得
し
た
ナ
タ
ー
ル
、
ボ
ー
ア
人
の
独
立
国
家
で
あ
っ
た
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
、
オ
レ
ン
ジ
と
は
歴
史
を
異
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
い
る
。
た
だ
し
、
ケ
ー
プ
に
お
い
て
も
自
治
の
当
初
は
、
政
治
に
対
す
る
住
民
の
無
関
心
が
蔓
延
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
が
変
化
し
た

の
は
、
ミ
ル
ナ
ー
が
高
等
弁
務
官
に
就
任
し
、
第
二
次
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
へ
の
危
機
が
累
積
し
て
い
く
｝
九
世
紀
末
で
あ
る
。
変
化
に
は
、
二

つ
の
側
面
が
あ
っ
た
。
一
つ
の
側
面
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
を
上
位
に
戴
き
つ
つ
、
植
民
地
の
独
自
性
を
も
主
張
す
る
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
」
の
確
立
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
議
論
の
登
場
で
あ
る
。
こ
の
内
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
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⑩

P
・
バ
ッ
ク
ナ
ー
の
先
行
研
究
が
存
在
す
る
が
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
存
在
し
な
い
。
だ
が
実
際
に
は
、
こ
の
登
場

が
、
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
確
立
と
対
を
成
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ケ
ー
プ
の
イ
ギ
リ
ス
系
作
家
シ
ュ

ラ
イ
ナ
ー
は
、
帝
国
主
義
的
強
権
政
治
に
対
抗
す
る
手
立
て
と
し
て
、
都
市
と
農
村
に
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
創
る
、
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
、
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

治
に
影
響
力
を
与
え
る
、
の
三
点
を
住
民
に
促
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
は
、
同
時
期
の
他
地
域
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

　
ケ
ー
プ
の
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
二
〇
世
紀
初
め
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
に
つ
い
て
も
、
先
行
研
究
は
多
く
を
語
っ

て
い
な
い
。
こ
の
時
期
、
反
発
の
対
象
は
ミ
ル
ナ
ー
に
集
中
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
〇
二
年
、
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
地
域
の
中
央
集
権
的
統
合
の

第
一
段
階
と
し
て
、
ミ
ル
ナ
ー
が
ケ
ー
プ
の
自
治
停
止
を
画
策
し
た
と
き
、
ケ
ー
プ
政
界
は
猛
反
発
し
、
画
策
を
阻
止
し
た
。
こ
の
事
件
に
つ

い
て
、
イ
ギ
リ
ス
系
自
由
・
王
義
者
J
・
T
・
モ
ル
テ
ノ
は
、
「
…
…
も
し
わ
れ
わ
れ
の
陣
営
が
あ
の
闘
い
で
負
け
て
い
た
ら
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ

ァ
ー
ル
、
オ
レ
ン
ジ
川
両
植
民
地
へ
の
自
由
な
諸
制
度
の
導
入
も
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
も
無
期
限
の
延
期
と
な
っ
た
だ
ろ
う
し
、
ミ
ル

ナ
ー
の
狂
気
の
政
策
に
よ
る
避
け
難
い
攻
撃
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
王
と
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
南
ア
フ
リ
カ
を
失
う
結
果
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

わ
れ
わ
れ
は
、
…
…
南
ア
フ
リ
カ
の
真
の
愛
国
者
で
あ
っ
た
。
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
ミ
ル
ナ
ー
へ
の
反
発
が
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
へ
の
反
発

を
意
味
し
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
こ
う
し
た
立
場
を
代
表
す
る
人
物
は
、
「
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
」
の
命
名
者
メ
リ
マ
ン
で
あ
る
。

メ
リ
マ
ン
は
一
，
九
〇
四
年
、
ス
マ
ッ
ツ
に
、
「
…
…
善
意
に
解
釈
し
て
も
疑
い
な
く
、
利
権
を
用
い
て
連
邦
結
成
を
企
て
る
ミ
ル
ナ
ー
卿
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
と
、
屋
根
か
ら
下
に
向
か
っ
て
家
を
建
て
る
計
画
を
抱
い
た
有
名
な
設
計
者
を
思
い
出
し
ま
す
。
…
…
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
か
か
る

ケ
ー
プ
の
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
い
か
に
対
応
す
る
か
は
、
連
邦
結
成
に
際
し
て
、
メ
ン
バ
ー
の
中
心
的
課
題
と
な
っ
た
。

し
か
し
同
時
に
、
こ
の
対
応
を
通
し
て
、
メ
ン
バ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
全
体
の
問
題
に
も
関
心
を
示
す
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
は
一
九
〇
七
年
｛
月
、
連
邦
結
成
に
関
わ
る
最
初
の
重
要
な
仕
事
と
し
て
、
『
セ
ル
ボ
ー
ン
覚
書
隔
を
南
部
ア
フ
リ
カ

の
各
植
民
地
政
府
に
提
示
し
た
。
ま
た
、
七
月
に
は
こ
の
内
容
を
、
『
ケ
ー
プ
・
タ
イ
ム
ズ
』
、
『
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
・
ス
タ
ー
』
等
主
要
各
紙

に
発
表
し
、
世
論
の
喚
起
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
メ
ン
バ
ー
は
自
身
の
関
与
を
隠
し
て
い
る
。
代
わ
っ
て
、
ケ
ー
プ
植
民
地
首
相
L
・
S
・
ジ

86 （850）
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エ
イ
ム
ソ
ン
、
当
地
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
指
導
者
F
・
S
・
マ
ラ
ン
の
求
め
に
応
じ
て
、
南
ア
フ
リ
カ
高
等
弁
務
官
セ
ル
ボ
ー
ン
が
所
見
を
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
、
と
い
う
形
式
を
採
用
し
た
。
匿
名
性
に
よ
っ
て
、
「
読
者
が
自
分
で
考
え
る
」
ス
タ
イ
ル
を
創
り
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
疑
念
の
工
夫
は
、
随
所
に
確
認
で
き
る
。
同
書
は
、
「
南
ア
フ
リ
カ
分
断
の
歴
史
的
要
因
」
、
「
南
ア
フ

リ
カ
鉄
道
建
設
に
関
す
る
分
断
の
結
果
」
、
「
南
ア
フ
リ
カ
財
政
に
関
す
る
分
断
の
結
果
」
、
「
原
住
民
・
労
働
問
題
へ
の
分
断
の
影
響
」
、
「
経
済

状
況
へ
の
分
断
の
影
響
」
、
「
国
家
の
拡
大
」
、
「
国
家
機
構
の
役
割
」
、
「
近
未
来
」
、
「
概
観
」
の
九
章
よ
り
成
っ
て
い
た
。
一
例
と
し
て
、
「
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ア
フ
リ
カ
鉄
道
建
設
に
関
す
る
分
断
の
結
果
」
の
章
を
検
討
し
よ
う
。
同
章
の
分
担
執
筆
者
は
、
当
時
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
・
オ
レ
ン
ジ
川
植

民
地
間
連
絡
会
議
に
勤
務
し
て
い
た
カ
ー
で
あ
る
。
カ
ー
は
ま
ず
、
鉄
道
誕
生
以
来
の
「
歴
史
的
系
譜
を
た
ど
り
」
、
使
用
料
等
を
め
ぐ
る
地

域
間
の
対
立
、
と
く
に
デ
ラ
ゴ
ア
湾
問
題
に
焦
点
を
当
て
る
。
金
鉱
を
擁
す
る
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
の
外
港
の
選
択
を
め
ぐ
っ
て
は
、
デ
ラ
ゴ

ア
湾
を
有
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
呪
言
ア
フ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
領
の
ケ
ー
プ
、
ナ
タ
ー
ル
と
の
間
に
対
立
が
あ
り
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
自
体
は
鉄

道
使
用
料
が
安
い
前
者
に
傾
い
て
い
た
。
こ
の
対
立
は
第
二
次
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
の
一
因
と
も
な
る
が
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
問
題
は
解
決
し

な
か
っ
た
。

　
こ
こ
で
カ
ー
は
、
「
統
計
の
多
用
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
採
用
す
る
。
｝
九
〇
二
年
一
一
月
の
時
点
で
は
、
デ
ラ
ゴ
ア
湾
～
四
、
○
○
○
ト

ン
に
対
し
て
、
南
ア
フ
リ
カ
全
域
（
ケ
ー
プ
、
ナ
タ
ー
ル
）
五
一
、
○
○
○
ト
ン
で
あ
っ
た
港
湾
の
取
扱
高
が
、
一
九
〇
六
年
八
月
に
は
二
一
、

○
○
○
ト
ン
対
一
七
、
○
○
○
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
多
用
し
て
、
「
…
…
こ
う
し
た
こ
と
全
て
の
教
訓
は
明
星
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

他
の
政
府
の
下
に
い
る
人
々
の
た
め
に
、
目
に
見
え
、
連
続
的
か
つ
本
質
的
な
財
政
上
の
損
失
に
耐
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
」
と
小
罪

す
る
。
鉄
道
の
官
有
化
も
、
問
題
の
解
決
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
カ
ー
は
、
「
貫
通
の
先
例
に
学
ぶ
」
ス
タ
イ
ル
に
転
じ
る
。
と
く
に
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
事
例
を
検
討
し
つ
つ
、
「
…
…
こ
う
し
た
困
難
を
い
か
に
克
服
し
た
ら
よ
い
か
を
提
案
す
る
た
め
に
、
南
ア
フ
リ
カ
の
人
々
が

わ
た
し
を
任
命
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
南
ア
フ
リ
カ
鉄
道
制
度
の
統
合
の
た
め
に
克
服
す
べ
き
困
難
の
規
模
を
提
示
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
は
、
わ
た
し
は
前
向
き
か
つ
薦
躇
し
な
い
。
…
…
」
と
締
め
く
く
る
。
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⑲
　
　
　
、

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
創
意
工
夫
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
セ
ル
ボ
ー
ン
覚
書
』
の
評
判
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
旧
オ
レ
ン
ジ
自
由
国

大
統
領
M
・
T
・
ス
タ
イ
ン
は
メ
リ
マ
ン
に
、
「
…
…
誉
め
る
の
が
し
き
た
り
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
の
連
邦
結
成

へ
の
道
に
存
す
る
多
く
の
困
難
に
つ
い
て
、
彼
〔
セ
ル
ボ
ー
ン
〕
が
と
り
除
い
て
く
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
わ
れ
わ
れ
に
と
り
除
き
方
を
教
え

て
く
れ
た
の
か
、
わ
た
し
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
〔
『
セ
ル
ボ
ー
ン
覚
書
』
〕
全
体
は
粗
雑
で
、
レ
ト
リ
ッ
ク
と
悪
い
話
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

満
ち
て
い
ま
す
。
…
…
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
国
の
干
渉
に
対
す
る
反
発
も
消
え
て
い
な
い
。
～
九
〇
七
年
七
月
一
五
日
付
の

『
ケ
ー
プ
・
タ
イ
ム
ズ
馳
紙
は
、
「
…
…
帝
国
政
府
の
干
渉
は
南
ア
フ
リ
カ
の
繁
栄
に
と
っ
て
、
過
去
災
厄
で
あ
っ
た
し
、
い
ま
も
そ
う
で
あ

る
。
…
…
こ
う
し
た
状
況
に
対
す
る
唯
～
の
現
実
的
修
正
策
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
利
害
を
全
体
と
し
て
処
理
で
き
る
、
南
ア
フ
リ
カ
国
民
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
実
現
で
あ
る
。
…
…
」
と
同
書
を
書
評
し
て
い
る
。
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
と
は
異
な
り
、
連
邦
結
成
を
本
国
の
干
渉
に
対
す
る
防
波
堤
と
捉

え
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
更
に
、
ケ
ー
プ
政
界
で
は
一
九
〇
八
年
二
月
、
同
書
の
発
表
に
も
協
力
し
た
首
相
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
が
植
民
地

議
会
選
挙
に
敗
北
し
退
陣
、
メ
リ
マ
ン
が
あ
と
を
継
ぎ
、
メ
ン
バ
ー
の
苦
境
は
深
ま
っ
て
い
く
。

　
他
方
、
こ
の
時
期
は
南
ア
フ
リ
カ
白
人
の
世
論
に
お
い
て
、
「
白
人
国
家
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。
メ
リ
マ
ン
は
中
国
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

労
働
者
導
入
問
題
に
際
し
て
も
、
ス
マ
ッ
ツ
の
「
白
人
の
ラ
ン
ト
」
に
賛
意
を
示
し
て
い
た
が
、
一
九
〇
七
年
一
二
月
、
ナ
タ
ー
ル
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ズ
ー
ル
一
人
の
バ
ン
バ
タ
蜂
起
が
終
結
す
る
と
、
原
住
民
問
題
へ
の
関
心
を
鮮
明
に
す
る
。
な
お
、
先
述
の
『
ケ
ー
プ
・
タ
イ
ム
ズ
嚇
紙
の
書

評
も
、
中
国
人
労
働
者
導
入
問
題
を
干
渉
の
典
型
例
と
し
、
同
問
題
が
集
合
的
記
憶
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
に
対
応
し
、
連
邦
結
成
へ
の
白
人
「
国
民
」
の
主
体
的
参
画
を
引
き
出
す
べ
く
、
メ
ン
バ
ー
は
、
次
の
二
つ
の
軌
道
修
正
を
実
行
に
移
し
た
。

　
第
一
の
軌
道
修
正
は
、
連
邦
結
成
を
一
大
「
国
民
」
運
動
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
は
一
九
〇
八
年
以
降
、

「
連
邦
結
成
運
動
」
に
着
手
す
る
。
同
運
動
で
も
、
メ
ン
バ
ー
は
立
案
に
携
わ
っ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
裏
方
に
徹
し
た
。
他
方
、
執
行
部

に
は
、
ケ
ー
プ
を
は
じ
め
南
ア
フ
リ
カ
の
政
治
家
が
数
多
く
名
を
連
ね
た
。
興
味
深
い
の
は
、
連
邦
結
成
協
会
の
日
常
的
活
動
が
、
講
演
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

開
催
、
定
例
会
で
の
学
習
と
討
論
等
、
会
員
の
幅
広
い
参
加
を
前
提
と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
ま
た
、
運
動
の
機
関
誌
で
あ
り
、
当
時
唯
一
の
、
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表2　『南アフリカの政府』第1巻の構成

第1部　イギリス領南アフリカ概観

第1章 帝国と細細地のフロンティア PP．3－39

第2章 内部の行政単位 PP．40－45

第2部　政府の一次的機能

第3章 第2部の構成 PP．49－51

第4章 法律 PP．52－97

第5章 社会の防護 PP，99－105

第6章 社会の構成 PP．106－164

第7章 社会の改良 PP．ユ65－194

第8章 交通・通借 PPユ95－229

第9章 富の生産 PP、230－256

第10章 中央・地方政府機能の分割 PP，257－266

第3部　政府の二次的機能

第11章 第3部の構成 PP．267－268

第12章 副次的二次的機能 PP．269－271

第13章 情報 PP．272－276

第1璋 歳入 PP．277－295

第15章 債務 PP．296－310

第ユ6章 歳出の管理 PP．311－321

第17章 行政 PP322－344

第18章 地方自治 PP．345－361

第19章 連邦への二つの道 PP．362－372

第20章 オーストラリア中央政府の開始 PP．373－389

第4部　政治支配の機構

第21章 政治の主題 PP．39レ398

第22章 国王・総督 PP．399－400

第23章 内閣 PP．401－404

第24章 議会 PP．405－424

第25章 国王・総督、内閣、議会の位置関係 PP．425－439

第5部　南アフリカ連邦結成の法的手段

第26章 南アフリカ政府の法的基礎 PP，441－454

索引 PP．455－467

　
他
方
、
第
二
の
軌
道
修
正
は
、
『
セ
ル
ボ
ー
ン
覚
書
』
を
改
善
し
、
新
し
い
一
書
を
ま
と
め
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
は
～
九

〇
八
年
一
〇
月
、
連
邦
結
成
運
動
の
出
版
物
と
し
て
、
『
南
ア
フ
リ
カ
の
政
府
』
を
世
に
問
う
た
。
著
者
は
「
匿
名
」
で
あ
る
が
、
実
際
に
は

カ
ー
テ
ィ
ス
が
大
半
を
執
筆
し
て
い
る
。
表
二
、
三
は
、
同
書
の
構
成
を
示
す
。
内
容
は
『
セ
ル
ボ
ー
ン
覚
書
』
と
類
似
し
て
い
る
が
、
重
要

な
相
違
が
二
点
あ
る
。
相
違
の
第
一
点
は
、
「
白
人
国
家
」
の
認
識
を
鮮
明
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
六
章
「
社
会
の
構
成
」

南
ア
フ
リ
カ
全
域
に
わ
た
る
定
期
刊
行
物
で
あ
っ
た

　
　
　
⑮

が
目
立
つ
。

『
ス
テ
イ
ト
』
誌
で
も
、
国
旗
の
募
集
、
小
説
、
写
真
の
懸
賞
等
、
読
者
参
加
型
の
企
画
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に
は
、
「
…
…
〔
普
通
、
〕
サ
ク
ソ
ン
人
と
ノ
ル
マ
ン
人
の
よ
う
に
、
二
種
類
の
人
々
の
あ
い
だ
に
出
現
す
る
敵
塁
心
は
、
…
…
偶
然
の
産
物
で

あ
る
。
か
れ
ら
は
、
そ
う
し
た
敵
悔
心
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共
遇
の
政
治
目
的
の
た
め
に
協
力
で
き
る
し
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
一
つ
の
国

民
に
な
る
こ
と
も
で
き
る
。
南
ア
フ
リ
カ
の
白
人
間
の
争
い
は
、
こ
う
し
た
一
瞬
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
と
白
人
の

あ
い
だ
の
人
種
問
題
が
、
深
く
根
差
し
た
反
感
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
考
え
な
く
て
も
わ
か
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入
と
黒
人
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

共
通
の
祖
先
を
人
間
と
呼
べ
な
い
ほ
ど
の
時
代
に
別
れ
て
し
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。
…
…
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
中
国
人
労
働
者
導
入
間
題
を

契
…
機
と
し
た
「
自
身
国
家
」
の
認
識
は
当
初
、
排
除
の
主
対
象
を
「
ア
ジ
ア
人
」
に
お
い
た
が
、
こ
こ
で
は
明
確
に
ア
フ
リ
カ
人
と
な
っ
た
。

表3　『南アフリカの政囎第2巻の構成

図表1 地域と人口 P．ユ

図表2 植民地間連絡会議 PP．2－5

図表3 府の体制 PP．6－11

図表4 司法制度 PP．12－13

図表5 裁判所裁判権の比較 PP．14－47

図表6 鉱業法の比較 PP．48－67

図表7 原住民教育 P．68

図表8 人口調査の費用 P．69

図表9 アメリカ黒入 PP．70－96

図表10 貯蓄銀行収支 PP．97－101

図表U 鉄道収支 PP．102－107

図表玉2 鉄道組織 PP．108－U1

図表13 郵便収支 PP．1】2－119

図表14 郵便組織 PP．120一ユ27

図表15 郵便補助金 P．128

図表16 鉄道当局者の比較 PP．129－130

図表17 オーストラリア国有鉄道の経営 PPユ31－137

図表18 港湾収支 PP．138－147

図表19 植民地問農業連合決議 PP，148－151

図表20 政府の一次的機能の分類 PP．152－157

図表21 立法主題～覧 PP．エ58－162

図表22 通常歳入源 PP．163－211

図表23 歳入の徴収 PP．2ユ2－2ユ7

図表24 公債 PP．2ユ8－229

図表25 歳出予算例 PP．230－235

図表26 通常歳出項目 PP．236－266

図表27 歳出入比較 PP．267－269

図表28 貸借対照表 PP．270－281

図表29 行政組織図 PP．282－366

図表30 ケープ植民地の教育地方豪局者 PP．367－369

図表31 各植民地総督府開設の開封勅許状 PP．370－38ユ

図表32 上下院 PP．382－395

図表33 選挙人資格と登録． PP．396－399

図表34 選挙人構成等 PP．400－414

図表35 歳出法案 P，415

図表36 爾アフリカ議会法案 PP．4エ6－417

図表37 自治植民地議会 PP，418－423

90　（854）



ミルナー・キンダーーガルテンの南アフリカ経験と「シティズンシップ」（堀内）

　
相
違
の
第
二
点
は
、
全
国
会
議
（
連
邦
結
成
の
た
め
の
各
地
域
代
表
者
会
議
。
一
九
〇
八
年
一
〇
月
1
0
九
年
五
月
、
ナ
タ
ー
ル
の
ダ
ー
バ
ン
、
ケ
ー
プ

タ
ウ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
の
ブ
ル
ー
ム
フ
ォ
ン
テ
イ
ン
と
三
次
に
わ
た
っ
て
開
催
）
の
参
加
者
へ
の
配
布
、
連
邦
結
成
協
会
の
講
演
会
、
定
例
会
の
テ
キ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ト
と
い
う
よ
う
に
、
読
者
を
明
確
に
想
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
読
者
が
議
論
で
き
る
よ
う
に
す
べ
く
情
報
を
提
供
す
る
」
こ
と
を
目
指

し
、
第
二
巻
を
資
料
編
に
当
て
て
い
る
。
ま
た
、
話
題
を
特
定
の
方
向
に
誘
導
す
る
ス
タ
イ
ル
も
、
幾
分
和
ら
い
だ
。
例
え
ば
、
『
セ
ル
ボ
ー

ン
覚
書
』
の
「
南
ア
フ
リ
カ
鉄
道
建
設
に
関
す
る
分
断
の
結
果
」
に
対
応
す
る
第
八
章
「
交
通
・
通
信
」
で
は
、
「
外
国
の
先
例
に
学
ぶ
」
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
、
「
統
計
の
多
用
」
を
踏
襲
す
る
一
方
、
「
歴
史
的
系
譜
を
た
ど
る
」
記
述
は
消
え
て
い
る
。
歴
史
の
問
題
は
、
深
刻
な
対
立
に
も
っ
と
も
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

結
し
や
す
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
『
南
ア
フ
リ
カ
の
政
府
』
は
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
で
あ
っ
た
メ
リ
マ
ン
の
称
賛
を
得
た
。

ま
た
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
等
の
先
例
に
学
ん
で
、
連
邦
政
府
の
機
構
に
つ
い
て
提
言
し
た
『
連
邦
の
枠
組
』
（
一
九
〇
八

年
）
、
メ
ン
バ
ー
の
R
・
H
・
ブ
ラ
ン
ド
が
執
筆
・
し
た
『
南
ア
フ
リ
カ
の
連
邦
』
（
一
九
〇
九
年
）
等
の
類
書
が
出
た
こ
と
も
、
『
南
ア
フ
リ
カ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

政
府
』
の
成
功
を
裏
付
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
小
卸
す
る
と
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
へ
の
関
与
に
際
し
て
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
は
、
ケ
ー
プ
の
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」
に
直
面
し
た
。
こ
の
問
題
へ
の
対
応
を
通
し
て
、
メ
ン
バ
ー
は
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
酒
養
の
ス
タ
イ
ル
を
更
に
軌
道
修
正
す
る
。

こ
う
し
た
経
験
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
全
体
の
問
題
に
対
す
る
メ
ン
バ
ー
の
関
心
に
も
反
映
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
で
き
よ
う
。
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α
q
さ
、
N
も
μ
。
。
。
。
一
門
魯
繕
p

　
沁
。
§
蹴
§
ぴ
隷
§
竃
ミ
§
ひ
ワ
し
◎
憎

④
し
d
．
壽
配
婁
ω
（
Φ
e
堕
§
馬
監
ひ
§
ミ
さ
§
・
§
§
詳
》
沁
§
§
庶
§

　
§
貯
ミ
沁
Q
隷
翫
§
o
ミ
ヨ
笥
じ
口
秘
訣
翫
罫
い
ミ
官
私
織
ミ
嵩
O
o
N
o
嵩
生
恥
冒
鼠
℃
Q
N
ピ
。
ギ

鳥
。
卸
一
〇
謡
曽
署
■
り
O
－
り
曽
以
下
も
参
照
。
ω
Φ
｝
げ
。
§
㊦
3
2
更
訂
p
P
ω
ζ
契
甲

一
り
O
c
◎
響
ぎ
”
U
．
国
．
日
。
護
固
p
8
り
§
鴨
防
馬
、
§
鷺
b
ミ
ミ
駄
馬
ぎ
ト
尊
恥
ミ
N
肉
ミ
慧
融
、

卜
。
ミ
即
ミ
。
ミ
鴨
帖
過
多
ミ
》
謡
辱
凡
§
ピ
。
孟
。
戸
一
8
9
P
お
食
｝
Φ
げ
び
．
ω
↓
鎚
く
巴

∪
㌶
Q
旨
ω
8
跨
〉
賦
o
P
》
唱
H
錨
一
8
ρ
断
　
O
．
ω
o
聞
2
伍
P
6
0
♂
巳
巴

累
p
・
臥
。
”
丁
零
罎
雪
ら
日
日
『
巴
客
象
δ
5
既
冨
ヨ
一
ζ
p
置
μ
α
q
野
Φ
≦
ぼ
け
Φ
ω
0
9
7
》
的
－

o
磐
曽
讐
ρ
一
Q
Q
④
り
－
一
縮
O
、
」
旨
回
国
匹
山
鼠
岩
山
O
．
ω
o
年
⑦
β
偶
曾
（
a
ω
■
）
甲
§
偽

肉
縁
鴨
駄
O
ミ
§
貯
N
さ
翫
§
職
N
蹄
ミ
、
国
冥
鑑
ミ
登
さ
弩
N
ミ
貯
、
長
O
§
蹟
§
§
眠

恥
§
＄
窪
塗
簗
｝
，
9
》
鴇
Q
篭
§
臨
、
寄
畿
§
ミ
桃
瀞
勲
k
c
◎
c
◎
O
∴
望
み
ω
畷
曾
Φ
畷
”
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一
Φ
c
Q
c
Q
甲
騨
一
り
O
Q
．

⑤
O
景
昼
§
き
藁
N
ミ
き
ワ
ω
心
伊

⑥
円
勇
①
簿
簿
β
智
ミ
℃
こ
寒
㌶
N
防
駄
い
。
§
窪
ら
§
禦
譜
§
§
ミ
ミ
沁
§
。
謹

　
誉
㌧
，
凄
ミ
磯
§
偽
詳
一
〇
『
帥
づ
昌
霧
び
勢
門
α
q
曽
お
O
①
．

⑦
鳴
φ
9
で
p
》
紺
§
・
§
、
顛
尊
ミ
§
」
ぎ
二
君
遷
§
ぎ
～
鴨
試
§
ド
S
§
》

　
】
じ
O
昌
匹
O
P
一
り
O
刈
■

　
　
　
　
甲

⑧
幻
。
げ
ぎ
し
。
。
部
．
。
。
U
§
ざ
一
ω
Φ
窟
§
げ
①
H
為
り
O
ρ
ぎ
”
砂
嚢
、
円
8
巳
ご
窪
①
．
も
■

　
ら
o
Q
．

⑨
例
え
ば
、
一
八
八
五
年
～
月
三
〇
日
付
の
『
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
』
紙
（
ア
フ
リ

　
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
新
聞
）
は
、
門
…
…
政
治
的
犀
的
の
た
め
に
公
の
集

　
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
彼
〔
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
農
民
〕
に
と
っ
て
は
退
屈
で
し
か

　
な
い
。
…
…
扁
と
詑
す
。
寒
ミ
鼻
ω
O
冒
目
舘
ざ
一
。
。
c
。
α
甲
一
『
ζ
．
↓
簿
旨
鎚
匹
P

　
．
累
簿
飢
o
p
鋤
厨
ヨ
。
「
8
嵩
げ
巴
一
ω
ヨ
”
↓
げ
①
篤
く
。
ご
P
o
訂
o
h
O
9
℃
Φ
》
門
島
§
興

　
国
警
巳
o
O
o
蕊
9
0
¢
ω
⇔
⑦
ω
し
。
ヨ
普
Φ
ビ
鶏
⑦
客
営
①
8
①
艮
げ
O
①
9
に
蔓
．
”
〉
ざ
咄
§
恥
ミ
ミ

　
〉
ざ
執
§
ミ
蹄
ミ
マ
悼
（
由
り
り
α
）
曽
℃
．
卜
Ω
ω
メ

⑩
℃
．
ゆ
¢
。
ζ
㊦
慈
円
訂
幻
。
《
既
日
。
嘗
；
口
㊤
9
餌
巳
9
Φ
○
。
涙
㌶
¢
g
δ
肖
。
｛
き

　
回
旨
金
嵩
臥
＆
窪
聾
《
ぎ
ω
o
¢
ひ
》
ヨ
鍵
、
噛
象
ミ
潮
上
詩
ミ
鮮
§
ミ
、
，
㍉
§
N
§
黛
§
ミ

　
心
一
（
旧
り
O
Φ
）
．

⑪
○
．
ω
。
ご
⑦
ぎ
⑦
磐
§
免
ぎ
N
ミ
ミ
恥
画
馬
§
職
§
“
9
巳
。
詳
H
。
。
⑩
①
w
毛
．
ざ
O
山
O
メ

　
一
紬
ら
。
一
一
藤
一
．

⑫
例
え
ば
、
旨
ゆ
頃
ぎ
℃
二
三
。
r
§
鴨
孚
爲
、
N
恥
§
ミ
幡
§
N
景
鳳
ミ
き
ピ
。
滋
。
P

　
一
。
◎
O
り
こ
b
．
ω
ヨ
窪
ω
甲
き
鮮
穿
蟄
罎
§
謡
O
、
N
、
ミ
賞
目
叫
巷
。
・
蹴
μ
一
〇
〇
ρ

⑬
回
↓
．
ζ
鼻
窪
ρ
国
惑
ミ
き
黛
ミ
窪
ら
§
沁
§
ミ
ミ
§
馳
轡
。
滋
8
u
6
N
ρ

　
弓
．
一
り
．

⑭
窯
震
冒
寡
8
ω
田
g
ω
輩
智
p
①
仏
8
心
」
『
田
零
。
鮮
卸
巳
く
p
画
線
葭
℃
。
旦

　
勲
㌧
ミ
跨
ξ
貼
越
s
卜
N
ワ
一
刈
ω
■

⑮
芝
巳
貯
霧
り
暫
§
ミ
偽
さ
謹
、
§
眠
§
も
℃
ヤ
b
。
伊

⑯
寧
ミ
も
℃
眞
。
。
め
腿
．

⑰
♂
ミ
も
6
ω
■

⑱
♂
ミ
も
b
野

⑲
ア
フ
リ
カ
入
新
聞
の
評
は
、
原
住
民
政
策
に
関
す
る
も
の
が
王
体
で
あ
っ
た
。

　
｝
○
α
①
口
傷
鎚
剖
b
d
貯
黙
℃
、
d
融
詮
ぎ
ミ
時
恥
§
象
ミ
趣
奪
詩
縦
な
嵐
り
N
N
↓
o
ε
≦
辞

　
囲
O
c
◎
♪
℃
O
．
㊤
蒔
－
り
O
．

⑳
ω
冨
巻
齢
。
竃
Φ
三
奮
p
二
ω
Φ
℃
一
Φ
ヨ
げ
Φ
朗
同
8
刈
L
『
℃
．
い
㊦
壽
㊦
昌
（
①
儒
・
γ

　
罫
翫
§
隔
、
唱
ミ
、
譜
Ω
℃
こ
叢
鳶
怒
鳶
亀
駄
尋
浮
醤
※
ミ
、
畿
ミ
ミ
軸
N
誤
N
§

　
O
巷
Φ
日
9
く
P
一
⑩
①
ρ
刀
．
駆
り
．

⑳
G
§
免
訴
ミ
爵
δ
禦
ぎ
δ
O
刈
．

⑫
　
例
え
ば
、
竃
卑
【
ぎ
碧
8
ω
ヨ
湯
玉
一
智
薯
費
ざ
H
り
O
刈
L
『
い
Φ
毛
ω
㊦
P
勲
§
－

　
織
。
壼
ワ
ω
ρ

⑬
　
例
え
ば
、
ζ
2
鼠
旨
p
p
δ
ω
ヨ
障
ダ
的
①
O
o
8
げ
Φ
朗
｝
Φ
O
メ
ぎ
”
♂
ミ
リ
9
α
ω
．
ラ

　
ン
ト
の
門
プ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
」
問
題
と
バ
ン
バ
タ
蜂
起
に
つ
い
て
、
同
時
に
言
及

　
す
る
箇
所
も
あ
る
。
ζ
賃
鼠
日
琶
δ
田
。
。
毛
睡
h
P
δ
箔
。
〈
①
ヨ
ぴ
Φ
び
6
0
刈
」
『

　
贔
ミ
．

⑳
　
運
動
の
文
轡
は
、
「
…
…
連
邦
結
成
協
会
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら

　
ゆ
る
市
民
は
、
連
邦
結
成
の
大
義
の
た
め
に
何
事
か
を
な
す
こ
と
が
可
能
と
な
つ

　
て
い
る
。
協
会
が
提
供
す
る
文
献
を
読
み
、
会
合
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
團
家
の
体
制
が
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
問
題
を
理
解
す
る
準
備
が
各
々
に
で
き

　
る
。
誰
も
が
他
の
人
を
勧
誘
し
、
連
邦
結
成
の
重
要
性
に
昌
覚
め
さ
せ
る
こ
と
が

　
で
き
る
の
で
あ
る
。
…
…
」
と
記
す
。
日
常
的
活
動
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
ケ
ー

　
プ
内
陸
部
の
ク
ラ
ド
ッ
ク
協
会
は
、
　
九
〇
八
年
一
～
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、

　
運
動
の
全
国
組
織
で
あ
る
連
邦
結
成
協
会
連
合
成
立
の
報
告
に
引
き
続
き
、
「
連

　
邦
結
成
は
農
民
に
い
か
に
影
響
す
る
か
」
と
題
す
る
講
演
、
討
論
を
行
っ
て
い
る
。

　
拙
稿
轟
和
解
㎞
の
創
出
扁
、
　
一
四
－
一
五
頁
。

⑳
　
同
、
　
一
⊥
ハ
頁
O
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ミルナー・キンダーガルテンの南アフリカ経験とヂシティズンシップ」（堀内）
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層
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郵
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ミ
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O
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僧
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b
り
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Φ
讐
㊦
ヨ
げ
①
門
」
O
O
。
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」
『
写
く
旦
隠
。
ミ
N
Q
ミ
駐
も
．

　
り
ρ

⑳
Ω
。
ω
Φ
H
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鼠
8
ω
。
。
す
ざ
§
鳴
き
§
ミ
§
幕
駄
§
§
㌧
抵
O
睾
§
・
蔵
偽
§
駄

　
象
、
ミ
§
凡
§
○
§
防
ミ
ミ
馬
。
嵩
馳
○
巷
①
8
0
ぞ
卸
回
O
O
o
o
…
幻
■
甲
口
d
『
雰
9
§
鴨
q
ミ
§

　
焦
象
ミ
、
w
き
詩
鼻
O
臥
。
「
ρ
H
り
O
ρ
　
『
連
邦
の
枠
組
』
の
著
者
は
匿
名
で
あ
る
が
、

　
実
際
に
は
法
律
家
B
・
K
・
ロ
ン
グ
が
執
筆
し
て
い
る
。

第
四
章
　
帝
国
再
編
へ
の
関
与
と
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」

　
～
九
一
〇
年
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
が
実
現
す
る
と
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
メ
ン
バ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
、
帝
国
全
体
の
再
編
に

関
与
す
る
。
そ
の
際
に
も
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
酒
養
は
重
要
な
意
味
を
有
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
す
る
先
行
研
究
の

　
　
　
　
　
　
　
　
①

関
心
は
、
概
し
て
低
い
。
以
下
で
は
、
メ
ン
バ
ー
の
南
ア
フ
リ
カ
経
験
と
の
対
応
に
留
意
し
つ
つ
、
か
か
る
議
論
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
と
同
じ
一
九
～
○
年
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
は
『
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
』
誌
を
創
刊
す
る
。
メ
イ
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
同
誌
は
二
〇
世
紀
を
通
し
て
、
帝
国
時
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
規
模
の
世
論
形
成
を
志
向
し
、
ま
た
同
誌
を
中
核
と
す
る
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ブ
ル
運
動
は
、
「
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
、
各
自
治
領
に
支
部
」
を
お
く
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
雑
誌
と
運
動
の
存

在
自
体
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
を
体
現
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
（
あ
る
い
は
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ラ
ー
）
と
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
と
の
関
係
は
、
以
上
の
範
囲
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
い
。
問
題
は
次
の
二
つ
に
大
別
し
う
る
。

　
第
一
に
、
メ
ン
バ
ー
は
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
執
筆
活
動
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
カ
ー
テ
ィ
ス
編
『
諸
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

民
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
』
（
～
九
一
六
年
）
の
副
題
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
性
質
に
対
す
る
調
査
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
た
。
同
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
運
動
の
初
期
の
成
果
で
あ
る
が
、
複
数
巻
の
計
画
は
未
完
に
終
わ
る
。
し
か
し
、
そ
の
全
体
構
想
は
、
同
年
に
編
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法
力
ー
テ
ィ
ス
が
著
し
た
『
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
問
題
』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ー
テ
ィ
ス
は
ま
ず
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
時

の
帝
国
に
対
す
る
自
治
領
の
献
身
的
態
度
を
検
討
し
、
背
景
に
自
治
拡
大
へ
の
渇
望
を
読
み
と
る
。
た
だ
し
、
こ
の
問
題
は
対
応
を
誤
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
の
災
厄
を
再
度
招
来
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
カ
ー
テ
イ
ス
は
、
「
自
治
領
を
英
領
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
か
ら
疎
外
す

る
こ
と
な
く
、
ま
た
各
々
を
独
立
共
和
国
に
変
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
人
々
を
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
人
々
と
同
等
の
地
位
に
お
く
」
こ
と
が
重
要

で
あ
る
、
と
説
く
。
ゆ
え
に
、
帝
国
政
府
は
と
く
に
外
交
問
題
に
関
し
て
、
「
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
議
会
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
自
治
領
の
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

会
に
対
し
て
も
責
任
を
負
い
」
、
ま
た
将
来
的
に
は
、
「
帝
国
議
会
の
議
席
を
す
べ
て
の
自
治
領
か
ら
の
代
表
に
開
く
」
よ
う
提
書
し
た
。
統
治

機
構
の
具
体
的
目
標
は
時
代
に
応
じ
て
変
化
す
る
が
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
問
題
は
一
貫
し
て
、
メ
ン
バ
ー
の
執
筆
活
動
の
中
心
を
成

　
　
　
⑦

し
て
い
く
。

　
第
二
に
、
と
く
に
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
メ
ン
バ
ー
は
自
人
の
自
治
の
問
題
に
多
く
の
時
間
を
割
い
て
い
る
。
そ
の
一
例
は
二
〇
年
代
前
半
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
分
割
を
調
停
し
、
南
部
を
自
治
領
と
す
る
～
方
北
部
を
連
合
王
国
に
と
ど
め
た
こ
と
で
あ
る
。
カ
ー
テ
イ
ス
、
カ
ー
は
二
一

年
の
ア
ン
グ
ロ
ー
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
条
約
成
立
に
際
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
代
表
団
の
一
員
と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
い
、
フ
ィ
ー
タ
ム
は
一
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

1
五
年
、
国
境
確
定
委
員
会
の
議
長
を
務
め
た
。
ま
た
三
〇
年
代
初
め
に
は
、
同
じ
く
フ
ィ
ー
タ
ム
が
上
海
租
界
の
自
治
拡
大
に
寄
与
し
て
い

⑨る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
世
論
誘
導
の
手
法
で
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
関
す
る
カ
ー
テ
ィ
ス
の
二
四
年
の
論
文
は
、
「
現
在
の
情

勢
下
の
不
和
を
説
明
す
る
に
は
、
〔
対
立
し
て
い
る
〕
デ
・
ヴ
ァ
レ
ラ
が
書
き
出
し
た
よ
う
に
書
き
出
す
必
要
が
あ
る
」
と
記
し
、
こ
の
問
題
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

「
歴
史
的
系
譜
を
た
ど
る
」
。
ま
た
、
上
海
租
界
に
関
す
る
『
フ
ィ
ー
タ
ム
報
告
』
に
は
、
「
統
計
の
多
用
」
な
ど
の
手
法
が
目
立
つ
。
他
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

一
〇
年
代
末
の
活
動
の
焦
点
と
な
る
イ
ン
ド
の
有
色
人
種
の
自
治
に
関
し
て
は
、
地
方
政
治
へ
の
限
定
的
参
画
を
認
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
う

し
た
様
々
な
動
き
は
一
体
と
な
っ
て
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
体
制
の
環
境
を
整
備
す
る
。

　
以
上
の
、
帝
国
全
体
の
再
編
に
対
す
る
メ
ン
バ
ー
の
関
与
に
、
南
ア
フ
リ
カ
経
験
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
こ
と
の
自

覚
も
現
に
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
カ
ー
テ
ィ
ス
は
一
九
〇
七
年
、
「
…
…
南
ア
フ
リ
カ
は
縮
図
で
あ
り
、
当
地
に
特
化
し
て
考
え
た
こ
と
の
多
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く
は
、
帝
国
自
体
に
も
等
し
く
当
て
は
ま
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
…
…
南
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
し
得
る
こ
と
、
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
と
の
全
て
を
為
し
終
え
た
と
き
、
同
種
の
仕
事
を
帝
国
内
関
係
に
つ
い
て
も
開
始
す
べ
き
時
機
が
来
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
…
…
」
と
書
き

残
し
て
い
る
。
南
ア
フ
リ
カ
は
他
の
従
属
植
罠
地
、
あ
る
い
は
白
人
定
住
植
民
地
と
異
な
り
、
白
人
も
有
色
人
種
も
一
定
の
人
ロ
を
有
し
、
　

植
民
地
に
し
て
帝
国
全
体
が
抱
え
る
問
題
の
ほ
と
ん
ど
を
抱
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
意
味
で
の
「
縮
図
」
と
し
て
、
当
地
は
メ
ン
バ
ー
に
、

「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
示
唆
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
こ
こ
ま
で
整
理
し
て
き
た
こ
と
は
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
が
帝
国
1
ー
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
お
い
て
推
進
し
よ
う
と
し
た
「
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
」
の
性
格
規
定
と
も
関
わ
る
。
近
年
、
J
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
本
国
の
み
の
「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
概
念
に
対
し
、
帝
国
巨
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
単
位
の
「
ブ
リ
タ
ニ
ッ
ク
」
概
念
が
～
九
世
紀
末
以
降
生
じ
た
と
し
て
、
「
ブ
リ
混
混
ッ
ク
・
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
」
の
存
在
を
示
唆
し

⑭た
。
ま
た
、
C
・
ブ
リ
ッ
ジ
＆
K
・
フ
ェ
ド
ロ
ウ
ィ
ッ
チ
も
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
ふ
ま
え
て
、
「
ブ
リ
タ
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
存
在

　
　
　
　
　
　
⑮

を
想
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
提
起
に
倣
え
ば
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
は
、
「
ブ
リ
タ
ニ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
」
と
言
い
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
内
容
が
、
白
人
定
住
植
民
地
に
お
い
て
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
を
濯
養
し
、
高
度
の

自
治
を
達
成
し
う
る
「
市
民
社
会
」
を
建
設
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
各
植
民
地
の
社
会
が
対
等
の
立
場
に
立
っ
て
帝
国
1
ー
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス

を
建
設
す
る
こ
と
も
含
ん
で
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
以
上
小
括
す
る
と
、
一
九
～
○
年
以
降
の
帝
国
再
編
へ
の
関
与
に
際
し
て
も
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
酒
養
は
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン

の
活
動
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
有
し
た
。
そ
こ
に
は
、
南
ア
フ
リ
カ
経
験
と
の
対
応
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
」
は
、
「
ブ
リ
タ
ニ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
と
言
い
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
①
　
例
え
ば
、
密
琶
。
。
障
ω
》
ミ
N
鳶
、
げ
ぎ
ミ
望
診
、
身
内
Φ
挿
巳
ρ
肉
。
§
魁
§
ミ
鴨
　
　
　
　
ミ
雪
駄
O
ミ
複
§
客
骨
討
暮
免
b
d
ミ
日
曝
吋
ミ
博
一
二
ミ
ミ
㍉
ミ
。
ミ
鳴
さ
ミ
ミ
沁
乳
亀
馬
帖
§
恥

　
　
§
竃
ミ
鴨
葺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駄
琳
隷
浄
竃
、
ミ
9
ミ
㌧
起
ミ
曽
ミ
題
§
ミ
鳴
駄

　
②
鼠
睾
．
菊
8
巳
証
甑
⑦
．
も
℃
■
合
膳
O
ム
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
④
ζ
聲
菊
。
¢
巴
証
げ
ぽ
．
も
■
ゆ
G
。
．

　
③
0
舞
冨
（
①
傷
シ
§
Q
O
§
§
。
、
ド
§
貸
§
ミ
さ
翫
§
防
」
月
跨
餐
書
画
ミ
。
肺
、
罵
寒
－
　

⑤
轡
■
O
巨
グ
§
恥
℃
暮
N
§
駄
昏
ぽ
Q
§
嚇
§
§
禽
§
】
日
。
噌
。
導
。
レ
露
ρ
署
．
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ω
1
一
b
⊃
・

⑥
♂
其
隠
」
認
り
竃
ρ
辰
。
。
・

⑦
例
え
ば
、
H
負
O
ミ
§
b
鼻
ω
＜
。
墜
”
い
。
巳
。
P
6
ω
命
6
。
。
S

⑧
U
■
竃
。
ζ
掌
・
ぎ
炉
、
冨
冨
巳
勢
民
匪
Φ
国
ヨ
讐
曾
○
。
日
ヨ
。
舅
邑
費

　
一
8
0
∴
逡
。
。
．
し
『
o
J
δ
≦
昌
々
巳
ピ
。
偉
β
9
魯
ミ
ミ
§
遷
§
ト
ぶ
や
憲
。
。
．

⑨
塑
じ
u
8
浮
H
g
b
d
ミ
§
こ
・
§
9
§
」
9
ミ
ミ
§
曇
G
ミ
帖
ミ
馬
§
ミ
9
N
§
ミ
鋳
ミ

　
魅
8
1
N
駿
⑩
蜜
¢
。
琴
酎
Φ
ω
富
郎
ら
り
P
署
．
卜
。
o
。
し
G
。
9
同
軽
。
。
．

⑩
い
9
a
ω
w
、
O
葺
写
σ
q
H
邑
9
巳
汐
8
ぎ
、
糟
臨
§
ミ
ら
§
ミ
毒
口
A
（
一
⑩
b
。
婁

　
娼
P
c
Q
笛
甲
Q
o
邸
鼻
■

⑪
即
閏
Φ
Φ
チ
9
β
沁
愚
ミ
駄
患
き
鐸
ミ
ら
ぎ
ミ
寒
§
§
ポ
9
鍵
9
ト
膏
駄

　
き
鴨
ζ
ミ
ミ
鴨
G
o
§
，
琳
野
暮
鴨
＄
煙
凡
§
駄
象
ミ
謎
奪
鳳
§
』
o
き
鴨
恥
ぎ
、
哩
ミ
さ
、
N
塾

　
魯
ミ
9
§
鼻
汚
く
。
一
ω
‘
ω
要
目
σ
q
蕃
一
弧
Φ
ω
一
山
り
。
。
悼
（
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
調

　
査
課
訳
『
フ
ィ
ー
タ
ム
報
告
－
上
海
租
界
行
政
調
査
報
告
1
』
全
四
巻
、
南

　
満
州
鉄
道
、
一
九
三
ニ
ー
～
九
三
三
年
。
）

⑫
イ
ン
ド
の
問
題
は
ダ
ヴ
、
カ
ー
テ
ィ
ス
、
フ
ィ
ー
タ
ム
、
カ
ー
が
関
与
し
た
。

　
ζ
帥
ざ
．
幻
。
舅
μ
6
鋤
ぴ
冨
．
も
』
①
り
．
以
下
は
官
僚
制
と
の
比
較
を
通
し
て
、
責
任
政

　
府
の
メ
リ
ッ
ト
を
論
じ
る
。
い
．
O
霞
勢
甲
ト
ミ
鷺
麸
き
二
目
詮
愚
紺
ミ
討
ミ
犠
§
肉
㌣

　
蛤
§
鴇
ぴ
沁
Q
遷
§
§
§
ひ
ピ
8
畠
。
戸
一
駅
。
。
も
．
り
『
．

⑬
9
a
ω
8
ω
似
げ
。
毒
Φ
し
。
。
○
。
8
げ
①
叫
し
8
刈
」
『
鑑
睾
勇
。
舅
匹
臣
窪
ω
、
も
・

　
P
⑭
ト
b
霞
鼠
p
、
Ω
乱
曙
蝉
鼠
国
目
實
Φ
、
L
『
℃
．
じ
σ
¢
時
p
印
§
鼠
ω
。
目
p
民

　
勺
．
2
8
犀
（
a
し
・
．
y
Ω
ミ
寡
腎
。
ミ
曾
団
鈎
亀
賄
ぎ
題
§
馬
ミ
な
盟
、
漆
§
§
o
ミ
盈

　
○
×
｛
o
議
b
8
ρ
ワ
ω
G
。
県

⑮
O
．
b
d
議
α
q
㊦
帥
巳
錦
閃
巴
。
δ
≦
一
。
ダ
。
竃
巷
嘗
謎
静
Φ
じ
づ
門
三
筈
≦
。
円
一
ら
．
－
き
寒

　
℃
～
ミ
ミ
痴
愚
ミ
馬
ミ
§
職
○
ぢ
ミ
ミ
§
起
鶏
山
顛
防
§
望
Q
。
で
N
（
b
δ
O
O
G
Q
）
も
9
G
。
．
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お
　
わ
　
り
　
に

　
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が
、
白
人
を
対
象
と
す
る
「
シ
テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
酒
養
に
多
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
、
南

ア
フ
リ
カ
滞
在
の
き
わ
め
て
初
期
よ
り
確
認
で
き
る
。
関
心
の
｝
部
は
、
在
英
時
の
経
歴
に
起
源
を
有
し
た
が
、
そ
の
対
象
が
植
民
地
白
人
に

拡
大
し
た
の
は
、
「
フ
ェ
ル
ト
の
ロ
マ
ン
ス
」
を
通
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
経
緯
を
反
映
し
て
、
メ
ン
バ
ー
は
、
救
貧
と
社
会
改
革
の
対

象
と
し
て
ボ
ー
ア
人
労
働
者
層
を
明
確
に
措
定
し
た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
再
建
時
の
「
シ
テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
滋
養
に
際
し
て
は
、

エ
リ
ー
ト
志
向
の
限
界
も
存
在
し
た
。

　
こ
の
矛
盾
を
克
服
し
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
観
を
ク
リ
ア
に
す
る
こ
と
は
、
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
次
の
段
階
の
問
題
と
な
る
。
中
国
人

労
働
者
導
入
問
題
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
は
、
課
題
を
「
白
人
国
家
」
の
創
出
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
。
こ
の
シ
フ
ト
は
、
自
治
へ
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の
関
心
の
明
確
化
、
ス
タ
イ
ル
確
立
、
あ
る
い
は
対
象
拡
大
等
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
怨
語
の
深
化
と
も
対
を
成
し
て
い
た
。

　
帝
国
と
「
超
人
国
家
」
の
関
係
に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
が
認
識
を
深
め
る
の
は
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
結
成
へ
の
関
与
に
際
し
て
で
あ
る
。
こ
の

と
き
、
メ
ン
バ
ー
は
、
ケ
ー
プ
の
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
直
面
す
る
。
一
九
世
紀
末
に
起
源
を
有
す
る
当
地
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
は
、
帝
国
を
上
位
に
戴
き
つ
つ
、
植
民
地
の
独
自
性
を
も
主
張
し
、
そ
の
信
奉
者
は
『
セ
ル
ボ
ー
ン
覚
書
』
の
批
判
者
と
な
っ
た
。
こ
の

勢
力
へ
の
対
応
を
通
し
て
、
メ
ン
バ
ー
は
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
瀬
養
の
ス
タ
イ
ル
を
更
に
軌
道
修
正
し
た
。
そ
の
成
果
の
～
端
は
、
噸
南

ア
フ
リ
カ
の
政
府
』
の
出
版
で
あ
る
。

　
一
九
一
〇
年
以
降
の
帝
国
再
編
へ
の
関
与
に
際
し
て
も
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の
灘
養
は
、
メ
ン
バ
ー
の
活
動
に
お
い
て
重
要
な
意
味

を
有
し
た
。
そ
こ
に
は
、
南
ア
フ
リ
カ
経
験
と
の
対
応
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
は
、
「
ブ
リ
タ
ニ
ッ
ク
・
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
と
言
い
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
本
稿
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
に
対
す
る
「
植
民
地
経
験
」
の
影
響
に
焦
点
を
お
い
た
が
、
若
干
別
の
次
元
に
は
、
南
ア
フ
リ
カ
史
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

影
響
の
問
題
も
存
在
す
る
。
本
稿
は
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
一
般
に
お
い
て
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
へ
の
関
心
が
希
薄
で
あ
る
こ

と
を
皿
つ
の
問
題
と
し
て
立
論
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
は
じ
め
て
、
本
国
と
植
民
地
の
双
方
向
的
関
係
を
解
明
し
、
イ

ギ
リ
ス
国
内
史
と
帝
国
史
を
結
節
す
る
こ
と
も
真
に
可
能
と
な
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
本
稿
の
成
果
は
、
階
級
に
基
軸
を
お
き
、
帝
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
「
一
つ
の
全
体
的
な
相
互
シ
ス
テ
ム
」
と
捉
え
る
D
・
キ
ャ
ナ
ダ
イ
ン
の
近
著
等
と
照
合
す
る
必
要
が
あ
る
。
更
に
、
こ
う
し
た
問
題
を
解

く
鍵
の
一
つ
は
、
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
あ
る
。
連
邦
結
成
協
会
の
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
運
動
も
、
南
ア
フ
リ
カ
に

　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

支
部
を
お
い
た
。
南
ア
フ
リ
カ
と
帝
国
を
結
節
す
る
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
他
に
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
本
稿
の
成
果
を
、

非
西
洋
世
界
に
「
市
民
社
会
」
を
移
植
す
る
演
出
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
、
か
か
る
諸
問
題
の
本
格
的
検
討
は
、
他
日
を
期
し
た
い
と
思
う
。

　
①
　
メ
ン
バ
ー
の
内
、
ダ
ン
カ
ン
、
フ
ィ
ー
タ
ム
は
南
ア
フ
リ
カ
に
残
り
、
各
々
総
　
　
　
　
　
督
、
最
高
裁
判
所
判
事
に
ま
で
上
り
詰
め
た
。
こ
の
二
人
、
あ
る
い
は
ス
マ
ッ
ツ

97 （861）



　
等
が
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
成
果
を
継
承
す
る
こ
と
と
な
る
。
ダ
ン
カ
ン
、
フ

　
ィ
ー
タ
ム
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
存
在
し
な
い
。
　
九
三
〇
年
ま
で
南
ア
フ
リ

　
カ
に
残
る
ウ
ィ
ン
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
H
．
＜
醤
傷
費
芝
鎚
σ
q
層
、
国
β
α
q
7
≦
巻
α
訂
簿

　
8
B
白
く
9
舘
℃
o
滞
貯
。
・
m
p
焦
げ
ぽ
諺
算
㊦
ヨ
冥
8
0
H
o
鎮
⑦
碧
国
昌
σ
q
甥
ω
7
0
0
蝦
p
耳

　
ω
Φ
讐
ぎ
ω
O
目
串
》
｛
鼠
o
ρ
切
り
O
マ
一
己
、
甲
魯
ミ
謡
ミ
駄
》
愚
ミ
械
ミ
黛
嵩
糺
G
Q
§
ミ
。
苧

　
罎
§
N
ミ
口
論
ミ
望
ω
一
－
O
（
N
O
O
ω
ソ

②
U
’
9
嘗
薮
冒
p
O
こ
N
§
ミ
N
ミ
慧
N
」
き
起
§
じ
ロ
ミ
慧
象
罎
§
§
・
寧
愚
帖
℃
錦

　
ピ
O
p
匹
O
P
卜
⊃
O
O
一
．

③
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
運
動
の
南
ア
フ
リ
カ
支
部
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
存

　
在
し
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
支
部
に
つ
い
て
は
、
U
■
男
。
ω
冨
罰
鐘
§
題
％

　
§
鴨
罫
鳶
ミ
ミ
§
翫
q
禽
ミ
導
鴨
》
自
閉
、
ミ
貯
嵩
肉
O
ミ
ミ
§
い
黄
竃
傷
げ
。
に
5
ρ
一
㊤
O
Q
①
．

④
例
え
ば
、
ω
．
U
昏
。
牽
．
｝
O
。
導
葺
。
睾
霧
島
。
｛
ω
。
貯
p
8
一
↓
ぎ
b
d
H
ぼ
些

　
〉
。
・
の
o
o
貯
降
。
鵠
ぎ
6
0
0
β
昏
》
賦
o
P
一
り
O
㎝
9
p
傷
目
り
鳴
り
ド
ヨ
一
ω
．
U
属
げ
。
芝
（
Φ
山
シ

　
監
§
亀
ミ
ミ
砺
。
鼠
免
再
診
き
ミ
》
ミ
，
嵩
転
忌
鼻
竃
P
⇔
O
ゲ
Φ
ω
［
Φ
♪
N
O
O
O
■

（862）98

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程



The　Experiences　of　Milner　Kindergarten　in　South　Africa　（1899－1910）

　　　　　　　　　　　　　　　　and　the　Concept　of　“Citizenship”

by

HORIuc田Takayuki

　　The　members　of　Milner　Kindergarten，　aR　of　whom　were　the　Oxford　graduates，

played　an　important　role　in　the　administrative　staff　of　Lord　Miiner，　the　High

Comrnissioner，　both　in　the　reconstruction　of　Transvaal　in　the　aftermath　of　the

Second　South　African　War　of　1899－1902　and　in　the　unification　of　South　Africa　in

1910．　They　also　contributed　to　the　transition　from　the　British　Empire　to　the

Commonwealth　as正eadlng　members　of　the　Round　Table　group沁the鉦st　ha匠of

the　20th　century．　However，　researchers　have　yet　to　consider　the　meaning　of

their　South　African　days　or　their　conception　of　citizenship．　Therefore，　the

purpose　of　this　article　is　to　rethinl〈　their　experieRces　in　South　Africa　in　terms　of

“citizenship”．

　　Some　of　the　members　had　been　interested　in　the　problems　of　philanthropy，

social　reform　and　citizenship　since　their　Oxiord　days，　and　they　had　been

sympathetic　towards　the　white　colonists　in　South　Africa　foliowing　their　move　there

at　the　turn　of　the　century．　However，　in　the　reconstruction　of　Transvaal，　they

discriminated　against　the　poor　whites　of　the　Boer　population　as　regards

citizenship，　although　they　considered　them　to　be　fit　objects　of　philanthropy　and

social　reform．

　　In　conclusion，　there　were　two　turning　points　in　the　experiences　of　Kindergarten

in　South　Afirica．　First　of　all，　because　of　Boer　opposition　to　the　inti’oduction　of

Chnese　labourers　in　Transvaal，　they　came　to　think　of　the　poor　whites　as　holders

of　citizenship，　and　they　became　interested　in　the　creation　of　the　concept　of　“a

white　rnan’s　couRtry”．　Secondly，　because　of　the　”colonial　nationalism”　displayed　in

the　Cape　during　the　mhcation　of　South　Africa，　they　learned　how　colonial　citizens

might　be　led，　and　they　transferred　their　efforts　to　the　new　job　of　solving　the

problems　of　the　Empire．
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